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毎月１毎月１日日・・１６１６日発行日発行

　地域で活躍するＮＰＯ、ボランティア、コミュニテ

ィー団体などの活動を支援するための拠点施設「にし

お市民活動センター」がオープンしてから約１年が経

ちます。このセンターをもっと多くの皆さんに親しみ

を持って利用していただくために、センターのイメー

ジに合う、覚えやすく親しみやすい愛称を募集します。

応募資格　市内在住、在勤または在学の方

応募期限　３月９日晶　※当日消印有効。

賞　 ▼採用作品…１点（図書カード ５，０ ０ ０ 円分）　 ▼

　入選作品…２点（図書カード ２，０ ０ ０ 円分）

　※同一作品多数の場合は抽選で決定します。

応募方法　応募用紙またはＡ４白色用紙に、①愛称　

　②愛称の説明　③郵便番号　④住所　⑤氏名（ふり

がな）　⑥電話番号を記入の上、直接またはファク

ス、郵送、Ｅメールで市民協働課市民活動推進担当

（胃５７・１３１７／〒 ４ ４ ５ －８５０１住所不要／死kyoudou

　@city.nishio.lg.jp）へ。

注意事項　①愛称は未発表の自作に限ります　②応募

書類は返却しません　③１人で何点でも応募できま

すが、応募は用紙１枚につき愛称１つまで　④採用

された愛称の著作権などの諸権利は市に帰属します。

その他　①応募用紙は市民協働課および市民活動セン

ターに用意。市ホームページからもダウンロードで

きます　②採用・入選者には通知を行い、決定した

愛称は市ホームページなどで発表します。

問合先　市民協働課市民活動推進担当

市議会だよ市議会だよりり
第第１０１０３３号号　ＰＰ１０１０～～２１２１



広広報報平成平成２４２４年年２２月月１６１６日号日号 ２２

　市国際交流協会では、外国人と日本人が交流する

「国際交流フェスタ２０１２」を開催します。イベント

を通じてさまざまな国から来た人たちと触れ合って

みましょう。

日時　３月４日掌　午前１０時～正午

　※⑧…午前９時３０分～正午、⑩…午前１０時～１１時。

場所　総合福祉センター　　

入場料　無料

内容など

　①英語で物語の読み聞かせ＆アメリカ・テキサス

の話…市ＡＥＴ（英語指導助手）による親子の

ための講座です。（第６集会室／４階）

　②防災に関する寸劇…『もしも』の時にどうした

らいいかを外国人の子どもたちが劇で演じます。

（ふれあいホール／４階）

　③ドミニカ共和国ってどんな国？…ＪＩＣＡボラ

ンティア帰国者によるドミニカ共和国とドミニ

カ発祥のダンスの紹介です。（ふれあいホール

／４階）

　④姉妹都市親善訪問団報告…昨夏、姉妹都市ニュ

ージーランドのポリルア市へ行った高校生によ

る報告です。（ふれあいホール／４階）

　⑤西尾警察署による安全講話…（ふれあいホール

／４階）

　⑥多言語絵本の展示と読み聞かせ…（洗心庵／４

階）

　⑦デジカメ写真プリントサービス…フェスタ中、

自分で撮ったデジカメ写真を無料でプリントし

ます（１人１枚まで）。（ふれあいホール前／

４階）

　⑧国際交流カラオケひろば…国籍や老若男女を問

わず、歌好きな人が集まるカラオケ大会です。

飛び入り参加もできます。（笑楽亭／３階）

　⑨タイってどんな国？…タイの文化やスポーツな

どを紹介します。食べ物の試食もできます。

（第４・５会議室／３階）

　⑩Let's　play　English　game!…簡単な英語を使

って大人も子どもも楽しめるゲームです。（第

１集会室／２階）

　⑪豚汁と西尾の抹茶…豚汁と抹茶を振る舞います。

（第３集会室／２階）

　⑫Ｂ．Ｌ．Ｔ  ．Ｃａｆｅ…手作りのお菓子を楽しめる喫

茶コーナーです（有料）。（第２集会室／２階）

　⑬パトカー乗車体験…（正面玄関前／１階）

問合先　市国際交流協会事務局（市民協働課内／

http://www.japan-net.ne.jp/~nishio3/）

市国際交流協会“国際交流フェス市国際交流協会“国際交流フェスタタ２０１２２０１２””

研究発表「メディアを巡る文化創造とその展開および発展研究発表「メディアを巡る文化創造とその展開および発展」」

　過去から受け継がれた文化が新たなる文化を生む

姿を、出版文化の発展との関わりの中で明らかにし

ようと試みる名古屋大学大学院のプロジェクトチー

ムが、古典籍を多数所蔵する岩瀬文庫で研究発表会

を行います。どなたでも参加できます。

日時　２月２５日松　午後０時３０分～４時３０分

場所　岩瀬文庫地階研修ホール

内容など

　①フランスにおける日本物語絵写本研究について

～岩瀬文庫との関係を巡って／伊藤信博氏

　②洋食再考／水戸博之氏

　③日本映画をめぐる文化創造～「地域」における

映画製作がもたらすもの／木村めぐみ氏

　④雑誌『上海』にみる大正期在外日本人社会／ 楊 
ヤン

 韜 氏
タオ

　⑤ 麻  疹 絵に描かれたモチーフ～庶民生活との関わ
ま しん

りから／畑有紀氏

　⑥近世読書のサブカルチャー～落書きと戯画を中

心に／ミギー・ディラン氏

入場料　無料

その他　事前の申し込みは不要です。進行、講演・

発表は全て日本語で行います。

問合先　岩瀬文庫（緯５６・２４５９）

▼

今
回
の
研
究
発
表
で
使
用
さ
れ
る

　
『
 三
  論
  絵
 

さ
ん
 ろ
ん
 
え

 詞
 』
（
岩
瀬
文
庫
所
蔵
）

こ
と
ば



３３ 平成平成２４２４年年２２月月１６１６日号日号広広報報

　２４年７月９日に外国人登録法が廃止され、外国人

住民の方にも日本人と同様に住民票が作成されます。

これにより、外国人登録法に基づく「外国人登録原

票記載事項証明書」などは交付されなくなります。

住民票対象者　①特別永住者　②中長期在留者（入

管法上の在留資格をもって適法に日本に在留する

外国人。ただし、在留期間が満了している方、在

留資格がない方、在留期間が３か月以下の方、在

留資格が「短期滞在」の方などを除く）　③一時

庇護許可者または仮滞在許可者　④出生による経

過滞在者または国籍喪失による経過滞在者

　※①～④のいずれかに該当しない外国人住民の方

には住民票は作成されません。

主な変更点

　①「外国人登録証明書」に替わり、特別永住者の

方には「特別永住者証明書」が、中長期在留者

の方には「在留カード」が交付されます。現在

お持ちの外国人登録証明書は住民票作成後もし

ばらく有効ですが、順次切り替えます。なお、

希望する方は事前交付申請ができます。

　　※交付は２４年７月３０日以降になります。

　②市外へ引っ越す場合、日本人と同様に市役所で

転出届の手続きが必要になります。

　③住民票が作成される外国人住民の方には、世帯

全員が記載された「住民票の写し」が発行され

ます。

その他　在留期間が満了しているなどの理由により

住民票が作成されない方は、各種行政サービス

が受けられなくなることがあります。在留資格

の手続きを速やかに入国管理局で行ってくださ

い。

問合先　市民課外国人登録担当

　※在留資格・在留カードに関することは名古屋入

国管理局（緯 ０ ５ ２ ・ ５ ５ ９ ・２１５０）へ。

外国人住民の方にも住民票が作成されま外国人住民の方にも住民票が作成されますす

粗大ごみ運搬車両の貸し出しについて変更しま粗大ごみ運搬車両の貸し出しについて変更しますす

　市では、家庭から出る粗大ごみを自分でクリーン

センターなどに運搬する方のため、軽トラックを貸

し出しています。現在、水道庁舎と幡豆支所で貸し

出しを行っていますが、利用状況から３月３０日晶で

幡豆支所での貸し出しを中止し、４月２日捷から水

道庁舎で２台貸し出すように変更します。

●粗大ごみ運搬車両の貸し出しについて

費用　無料。ただし、ガソリン代は使用者負担。

申込開始日　利用日の前月の１日。ただし、１日が

閉庁日の場合は翌開庁日。

申込方法　直接または電話で、ごみ減量課ごみ減量

担当（水道庁舎内）へ。ただし、３月３０日晶まで

の利用については幡豆支所生活課でも申し込みで

きます。

その他　利用日に運転免許証をお持ちください。

問合先　ごみ減量課ごみ減量担当（水道庁舎内）

　一色町公民館を中心に活動す

るサークルや講座受講生などの

活動成果を発表します。

日時　３月３日松・４日掌　午

前９時３０分～午後３時３０分

場所　一色町公民館

内容など　右表のとおり

　※変更になる場合があります。

問合先　一色町公民館（緯７２・

３４１１）

一色町公民館フェスティバ一色町公民館フェスティバルル

３月４日掌３月３日松

作品展示…午前９時３０分～午後３時３０分

体験・実演コーナー…午前９時３０分～午後３時３０分
　手話とバルーンアート、レザーのネームホルダー・携帯ストラップ作り、ち
りめんのストラップ作り、紙コップを利用した花作り、ブローチ作り、ミニ
アレンジフラワー、防災ネットの缶バッチ・ぬり絵・ストロ－ハウス作り

　布でケータイ入れ作り

　切手の書（午前のみ）、レカンフラワー
（午後のみ）

　切手の書（午後のみ）

舞台発表会…午前１０時３０分～午後２時４０分
　フラダンス、楽器演奏、太極拳など

子ども大学お茶会…正午～午後３時



　
市
内
の
生
産
者
が
育
て
た
バ
ラ

や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
切
り

花
約
１
１
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
花
束
の
無
料
配
布
や
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
販
売
も
行
い
ま
す
。
花

い
っ
ぱ
い
の
会
場
へ
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
　
日
晶
　
午
前
　
時

２４

１０

～
午
後
３
時

場
所
　
市
役
所
市
民
ロ
ビ
ー
（
１

階
）

そ
の
他
　
午
前
　
時
か
ら
、
先
着

１０

１
０
０
人
に
花
束
の
無
料
配
布

を
行
い
ま
す
。

問
合
先
　
農
林
水
産
課
農
政
担
当
、

西
尾
市
花
き
協
議
会
（
緯
　
・
５６

３
２
０
７
／
Ｊ
Ａ
西
三
河
野
々

宮
セ
ン
タ
ー
内
）

　
太
陽
の
黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
、

月
、
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木
星
、

星
団
、
二
重
星
な
ど
が
観
察
で
き

ま
す
。

日
時
と
内
容

▼
太
陽
観
望
会
…
３
月
３
日
松

午
後
１
時
～
３
時

▼
夜
間
観
望
会
…
３
日
松
・
　１７

日
松
　
午
後
６
時
　
分
～
８

３０

時
　
分
３０

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
①
夜
間
観
望
会
に
中
学

生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
参
加
す

る
場
合
は
、
保
護
者
同
伴
で
お

越
し
く
だ
さ
い
　
②
悪
天
候
の

場
合
は
中
止
し
ま
す
。
曇
天
な

ど
、
不
明
な
場
合
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
先
　
寺
津
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
１
１
７
７
）

５８

広広報報平平成成２２４４年年２２月月１１６６日日号号 ４４

天
体
観
望
会

第
　
回
西
尾
市
花
の
展
覧

３４
会
（
切
り
花
部
門
）

■受 受講料　■教 教材費（材料費）

持　ち　物講　師費　用定員内　 容場　 所日　　 時講  座  名

エプロン、布巾、
持ち帰り用容器

シルバー人材
センター会員

■受  ２ ０ ０ 円
■教 １個 ３ ０ ０ 円

１０組
鬼まんじゅうを
作ります

働く婦人の家
料理室

２月２５日松　午後１
時３０分～３時３０分

昔なつかしお
やつ作り！

小刀
シルバー人材
センター会員

■受  ２ ０ ０ 円
■教 １個 ２ ０ ０ 円

１０組
竹で空気鉄砲を
作ります

八ツ面ふれあ
いセンター研
修室１

３月４日掌　午後１
時３０分～３時３０分

空気鉄砲を作
ろう！

　家庭をめぐる社会状況の変化の中で、家庭教育を

充実させるため、親子で共に学習・活動する重要性

が高まっています。親子または祖父母と孫で家族の

ふれあいをいっそう深めませんか。

対象　市内在住の親子または祖父母とその孫

申込期間　２月１８日松～２３日昭

申込・問合先　申込書に必要事項を記入の上、受講

料を添えて直接生涯学習課生涯学習担当（緯５５・

３５１５／働く婦人の家内）へ。先着順。電話での申

し込みはできません。申込書は同課や市内の各ふ

れあいセンター、青年の家に用意。市ホームペー

ジからもダウンロードできます。

家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育講講講講講講講講講講家庭教育講座座座座座座座座座座座



緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

●
タ
ン
ポ
ポ
の
ふ
し
ぎ
を
知
ろ
う

日
時
　
３
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１１

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

内
容
　
春
を
告
げ
る
タ
ン
ポ
ポ
の

不
思
議
を
観
察
し
ま
す
。

定
員
　
　
人
２０

参
加
料
　
無
料

講
師
　
当
園
職
員

持
ち
物
な
ど
　
里
山
観
察
の
で
き

る
服
装
、
筆
記
用
具
な
ど

申
込
・
問
合
先
　
２
月
　
日
掌
か

２６

ら
、
電
話
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
０
２
６
６
）
へ
。

５２

た
だ
し
、
月
曜
日
を
除
く
。

●
春
の
植
物
観
察
と
野
草
を
味
わ

う
日
時
　
３
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

２５

　
分
～
正
午

３０
内
容
　
里
山
を
歩
き
な
が
ら
早
春

の
植
物
を
観
察
し
、
七
草
な
ど

野
草
を
摘
ん
で
春
の
味
を
楽
し

み
ま
す
。

定
員
　
　
人
２０

参
加
料
　
１
０
０
円
（
材
料
費
）

講
師
　
中
西
普
佐
子
氏

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
飲
み
物
、

お
わ
ん
、
皿
、
は
し
、
採
取
用

の
袋

申
込
・
問
合
先
　
３
月
　
日
掌
か

１１

ら
、
電
話
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
（
緯
　
・
０
２
６
６
）
へ
。

５２

た
だ
し
、
月
曜
日
と
３
月
　
日
２１

昌
を
除
く
。

◆
共
通
事
項

集
合
場
所
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
（
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

内
）

そ
の
他
　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
が
参
加
す
る
場
合
は
保
護
者

同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
西
尾
市
の
歴
史
や
文
化
、
観
光

名
所
に
つ
い
て
、
か
る
た
遊
び
を

通
じ
て
知
識
を
深
め
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の

小
学
生
と
そ
の
親

日
時
　
３
月
　
日
掌
　
午
後
１
時

２５

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
青
年
の
家
体
育
室

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

１０

参
加
料
　
無
料

申
込
期
間
　
２
月
　
日
松
～
３
月

２５

　
日
掌

１１
申
込
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
総
合
体
育
館
（
胃
　５４

・
７
７
６
２
）
へ
。

主
催
　
西
尾
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会

そ
の
他
　

①
行
事
中
の
傷
害
に
つ
い
て
は
、

応
急
処
置
は
し
ま
す
が
、
そ

の
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

②
参
加
者
全
員
、
傷
害
保
険
に

加
入
し
ま
す
。

問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ
課
振
興
担
当

（
緯
　
・
０
０
０
２
／
総
合
体

５４

育
館
内
）

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時
　
３
月
　
日
松
　
午
前
　
時

１７

１０

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

場
所
　
鶴
ケ
崎
児
童
遊
園
（
中
央

児
童
館
隣
）

※
雨
天
の
場
合
は
、
中
央
児
童

館
で
行
い
ま
す
。

内
容
　
親
子
で
竹
馬
を
作
っ
て
遊

び
ま
す
。

定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

１０

参
加
料
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
３
月
４
日
掌
午

前
　
時
か
ら
、
直
接
中
央
児
童

１０

館
（
緯
　
・
５
６
６
１
）
へ
。

５７

午
前
　
時
　
分
か
ら
は
電
話
で

１０

３０

も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　
※
月
曜
日
を
除
く
。

対
象
　
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

日
時
　
３
月
　
日
昭
　
午
前
　
時

１５

１０

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

１５

場
所
　
中
央
児
童
館

内
容
　
一
色
お
は
な
し
会
に
よ
る

人
形
劇
な
ど
を
行
い
ま
す
。

定
員
　
　
組
４０

参
加
料
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
２
月
　
日
昇
午

２８

前
　
時
か
ら
、
直
接
中
央
児
童

１０
館
（
緯
　
・
５
６
６
１
）
へ
。

５７

　
※
月
曜
日
を
除
く
。

そ
の
他
　
申
込
開
始
時
に
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま

す
。

５ 平成２４年２月１６日号広報

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

３
月
の
催
し

中
央
児
童
館
「
親
子
で
竹

馬
を
作
ろ
う
」

西
尾
か
る
た
で
遊
び
ま
し
ょ
う

中
央
児
童
館
「
春
ま
つ
り
」

▲中央児童館

　１８のクラブによる発表会や作品展、ハー

プ演奏会などのイベントを行います。ぜひ、

お越しください。

日時　３月３日松　午前１０時～午後４時、

４日掌　午前１０時～午後３時

場所　働く婦人の家、青年の家

内容　 ▼３月３日松…作品展、女性教養講

座　 ▼４日掌…作品展、大正琴・オカリ

ナ・日本舞踊・社交ダンス・ゴスペルの

クラブ発表会＝午後１時～２時４０分

※両日とも喫茶コーナー（有料）、チャ

リティーバザーコーナー、サービスコ

ーナーがあります。

問合先　働く婦人の家（緯５６・７６７６）

●女性教養講座

対象　市内在住または在勤の方。男性も歓

迎します。

日時　３月３日松　午後１時３０分～３時

場所　働く婦人の家講義室（３階）

内容　おしゃべりを交えながら、ハープの

コンサートを行います。

定員　８０人

受講料　 ２ ０ ０ 円

講師　ハーピスト　川島憂子氏

その他　①事前申し込みは不要　②託児は

ありません。

問合先　生涯学習課生涯学習担当（緯５５・

３５１５／働く婦人の家内）

第２９回西尾市女性 の つ ど い



　
吉
良
町
横
須
賀
地
区
の
歴
史
を

巡
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
３
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１８

　
分
～
正
午

３０
　
※
小
雨
決
行
、
雨
天
中
止
。

集
合
場
所
　
横
須
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
公
園

コ
ー
ス
　
横
須
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

公
園
～
源
徳
寺
～
福
泉
寺
～
春

日
神
社
～
小
牧
陣
屋
跡
～
宝
泉

寺
～
地
蔵
堂

　
※
ガ
イ
ド
付
き
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

費
用
　
１
０
０
円
（
傷
害
保
険
料
）

持
ち
物
　
飲
み
物
、
歩
数
計
（
持

っ
て
い
る
方
の
み
）

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
き
ら
き
ら
万
歩
会

申
込
・
問
合
先
　
２
月
　
日
捷
～

２０

　
日
昌
に
、
電
話
で
吉
良
保
健

２９セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０
０
１
）

３２

へ
。

対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は

在
学
で
現
在
介
護
に
携
わ
っ
て

い
る
方

日
時
　
３
月
　
日
捷
　
午
後
１
時

１９

　
分
～
３
時

３０
場
所
　
幡
豆
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

つ
つ
じ
ホ
ー
ル

内
容
　
腰
痛
を
予
防
す
る
体
操
を

行
い
ま
す
。

定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

参
加
料
　
無
料

講
師
　
石
川
春
代
氏

持
ち
物
　
タ
オ
ル

申
込
・
問
合
先
　
２
月
　
日
捷
か

２７

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
市
社

会
福
祉
協
議
会
幡
豆
支
所
（
緯

　
・
０
１
５
６
）
へ
。
代
理
人

６３に
よ
る
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

　
※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

　
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど

を
受
け
て
い
た
方
が
平
成
　
年
４

１７

月
１
日
～
　
年
３
月
　
日
に
亡
く

２１

３１

な
る
な
ど
し
、
　
年
４
月
１
日
時

２１

点
で
受
給
権
者
が
い
な
い
場
合
、

遺
族
の
方
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給

し
ま
す
の
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時

の
遺
族
で
、
平
成
　
年
４
月
１

２１

日
時
点
で
公
務
扶
助
料
や
遺
族

年
金
な
ど
の
受
給
権
者
が
い
な

い
方
。
た
だ
し
、
支
給
は
戦
没

者
な
ど
１
人
に
つ
き
、
遺
族
１

人
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
次
の

支
給
順
位
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

※
第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
。

支
給
順
位

①
平
成
　
年
４
月
１
日
ま
で
に

２１

戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
父
母
や
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
な
ど

④
前
記
①
～
③
以
外
の
戦
没
者

な
ど
の
３
親
等
内
の
親
族

（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま

で
、
１
年
以
上
継
続
し
て
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に

限
る
）

支
給
内
容
　
６
年
償
還
の
記
名
国

債
（
額
面
　
万
円
）

２４

請
求
期
限
　
４
月
２
日
捷

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
時
効

に
よ
り
権
利
が
消
滅
し
ま
す
。

請
求
・
問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福

祉
担
当

　
市
で
は
、
障
害
が
あ
り
公
共
交

通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難

な
方
が
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る

際
の
運
賃
の
一
部
（
初
乗
り
運
賃
）

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
。
た
だ
し
、
自

動
車
税
の
減
免
措
置
を
受
け
て

い
る
方
を
除
く
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
～

３
級
を
持
っ
て
い
る
方

②
療
育
手
帳
の
Ａ
判
定
ま
た
は

Ｂ
判
定
を
持
っ
て
い
る
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

の
１
級
ま
た
は
２
級
を
持
っ

て
い
る
方

助
成
の
内
容
　
初
乗
り
運
賃
に
相

当
す
る
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
を
、

申
請
し
た
月
か
ら
年
度
末
ま
で

の
分
で
１
か
月
当
た
り
３
枚
交

付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
定
期
的

に
週
２
回
以
上
通
院
を
し
て
い

る
方
は
、
医
療
機
関
の
証
明
が

あ
れ
ば
、
１
か
月
当
た
り
６
枚

交
付
し
ま
す
。
な
お
、
チ
ケ
ッ

ト
が
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
は

市
と
契
約
し
て
い
る
会
社
に
限

り
ま
す
。
会
社
名
は
チ
ケ
ッ
ト

交
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
受
付
開
始
日
　
３
月
１
日
昭

申
請
方
法
　
該
当
す
る
障
害
者
手

帳
を
持
参
の
上
、
直
接
福
祉
課

障
害
者
福
祉
担
当
ま
た
は
各
支

所
生
活
課
福
祉
担
当
へ
。
週
２

回
以
上
通
院
し
て
い
る
方
は
、

通
院
報
告
書
（
用
紙
は
福
祉
課

ま
た
は
各
支
所
生
活
課
に
用
意
）

が
必
要
で
す
。

交
付
方
法
　
チ
ケ
ッ
ト
は
申
請
後
、

郵
送
し
ま
す
。

申
請
・
問
合
先
　
福
祉
課
障
害
者

福
祉
担
当
、
各
支
所
生
活
課
福

祉
担
当

広広報報平平成成２２４４年年２２月月１１６６日日号号 ６６

第
９
回
特
別
弔
慰
金
の
請

求
は
４
月
２
日
ま
で
に

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ

ト
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

▼開館時間…午前９時～午後５時　

▼休館日…月曜日。月曜日が祝日の

場合は火曜日も休館　 ▼入場料…無

料　 ▼申込方法…利用する週の月の

６か月前の月始めから直接岩瀬文庫

へ。先着順。電話での申し込み不可。

▼その他…上記の内容は出展者の都

合により変更する場合があります。

期   間 ・ イ   ベ   ン   ト   名

２月２１日昇午後２時～３月４日掌

午後２時…図工室展

３月６日昇午後３時～１５日昭午後

３時…思い出いっぱいフォトフレ

ーム（室場小学校）

問合先　文化振興課庶務担当
（緯５６・６６６０／岩瀬文庫内）

き
ら
き
ら
万
歩
会
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

在
宅
介
護
教
室



日
時
と
場
所

▼
２
月
　
日
松
　
午
前
　
時
～

２５

１０

　
時
　
分
、
午
後
１
時
～
４

１１

３０

時
…
フ
ィ
ー
ル
い
つ
も

▼
２
月
　
日
掌
　
午
前
９
時
　

２６

３０

分
～
　
時
　
分
、
午
後
１
時

１１

３０

～
４
時
…
Ａ
コ
ー
プ
西
尾
東

部
店

実
施
主
体
　
愛
知
県
豊
橋
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
　
よ
り
安
全
な
血
液
を
確

保
す
る
た
め
、
問
診
票
を
も
と

に
医
師
が
総
合
的
に
判
断
し
、

献
血
の
適
否
を
決
定
し
ま
す
。

献
血
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

問
合
先
　
福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

　
「
平
成
　
年
度
に
お
け
る
子
ど

２３

も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
子
ど
も
手
当
特
別
措
置

法
）
」
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
　
年
　
月
分
か
ら
の
手
当
を

２３

１０

引
き
続
き
受
給
す
る
た
め
に
は
、

申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
　
年
２３

　
月
以
降
に
申
請
を
し
て
い
な
い

１０方
は
、
２
月
中
旬
に
再
度
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
期
限
　
３
月
　
日
晶

３０

申
請
方
法
　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
申
請
者
の
保
険

証
の
写
し
を
添
え
て
、
子
育
て

支
援
課
こ
ど
も
福
祉
担
当
へ
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
現
在
、
子
ど
も
手
当
を

受
給
し
て
お
ら
ず
、
要
件
に
該

当
す
る
方
や
申
請
書
を
紛
失
し

た
方
は
、
直
接
同
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も

福
祉
担
当

対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
３
月
７
日
昌
　
午
前
　
時
１０

～
　
時
　
分

１１

３０

場
所
　
幡
豆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容
　
正
し
い
姿
勢
を
保
つ
た
め

の
「
機
能
改
善
体
操
」
を
行
い

ま
す
。

参
加
料
　
無
料

講
師
　
松
﨑
幸
子
氏

持
ち
物
な
ど
　
動
き
や
す
い
服
装
、

室
内
用
運
動
靴
、
大
き
め
の
バ

ス
タ
オ
ル

実
施
団
体
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
幡
豆
体
操
ク
ラ
ブ

そ
の
他
　
申
し
込
み
は
不
要
。
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
吉
良
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
３
０
０
１
）

３２

応
募
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２
日

２２

以
降
生
ま
れ
で
、
普
通
自
動
車

の
運
転
免
許
を
有
し
て
い
る
方

募
集
人
数
と
勤
務
場
所
　
一
色
・

吉
良
・
幡
豆
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
…
各
３
人

勤
務
日
　
月
曜
日
～
金
曜
日
の
う

ち
３
～
４
日
（
月
　
日
程
度
）

１４

勤
務
時
間
　
午
前
　
時
か
ら
４
時

１０

間
程
度

業
務
内
容
　
学
校
給
食
配
送
・
回

収
業
務
や
雑
務
な
ど

採
用
予
定
日
　
　
年
４
月
１
日

２４

賃
金
　
時
給
９
３
０
円

※
別
途
、
１
日
当
た
り
２
０
０

円
の
通
勤
費
を
支
給
。

選
考
方
法
　
書
類
審
査
と
面
接

※
面
接
日
時
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
後
日
申
込
者
に
連

絡
し
ま
す
。

提
出
書
類
　
履
歴
書
（
３
か
月
以

内
に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
付
）

※
提
出
書
類
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
。

申
込
期
限
　
３
月
２
日
晶

申
込
・
問
合
先
　
提
出
書
類
を
持

参
の
上
、
直
接
教
育
庶
務
課
給

食
担
当
へ
。

応
募
資
格
・
募
集
人
員
な
ど
　
下

表
の
と
お
り

◆
共
通
事
項

賃
金
　
時
給
９
３
０
円

　
※
別
途
、
通
勤
費
を
支
給
。

採
用
予
定
日
　
　
年
４
月
１
日

２４

選
考
方
法
　
書
類
審
査
と
面
接

面
接
日
　
３
月
　
日
昇

１３

※
面
接
時
間
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
申
込
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

申
込
期
間
　
２
月
　
日
昇
～
３
月

２１

４
日
掌

申
込
・
問
合
先
　
提
出
書
類
を
持

参
の
上
、
直
接
西
尾
市
立
図
書

館
（
緯
　
・
６
２
０
０
）
へ
。

５６

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
※
月
曜
日
を
除
く
。

そ
の
他
　
提
出
書
類
は
お
返
し
し

ま
せ
ん
。

７ 平成２４年２月１６日号広報

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
臨

時
職
員
を
募
集

２
月
の
献
血

子
ど
も
手
当
の
申
請
は
お

済
み
で
す
か

西
尾
市
立
図
書
館
の
臨
時

職
員
を
募
集

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

▼応募資格・募集人員など

提  出  書  類業  務  内  容勤　務　日　時募集人員応  募  資  格

履歴書（３か月以内に
撮影した写真を貼付）、
司書資格証明書の写し

本の貸し出し、返却
をはじめとする諸業
務

火曜日～日曜日のうち
５日程度　午前８時４５
分～午後６時１５分のう
ち７時間

若干名司書資格を有する方

履歴書（３か月以内に
撮影した写真を貼付）

配本所や学校などへ
の配本をはじめとす
る諸業務

火曜日～日曜日のうち
３日程度　午前８時４５
分～午後６時１５分のう
ち５時間

若干名
普通自動車の運転免
許を有し、体力に自
信のある方

機
能
改
善
体
操
講
座



　
健
康
づ
く
り
推
進
員
は
自
分
の

健
康
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
地
域

の
人
た
ち
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
勉
強
し
、
実
践
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
で
、
健
康
づ
く

り
に
関
心
の
あ
る
　
歳
く
ら
い

６５

ま
で
の
方
。
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。

内
容
　
月
に
１
回
程
度
、
健
康
に

関
す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

任
期
　
　
年
４
月
か
ら
３
～
６
年

２４

間
申
込
・
問
合
先
　
３
月
９
日
晶
ま

で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
西

尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
５７

０
６
６
１
）
へ
。

そ
の
他
　
申
し
込
み
す
る
方
は
、

作
文
「
健
康
に
つ
い
て
（
２
０

０
字
以
内
）
」
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
指
定
用
紙
は
後

日
郵
送
し
ま
す
。

　
浄
化
槽
の
保
守
点
検
業
者
の
ふ

り
を
し
て
点
検
を
行
い
、
代
金
を

請
求
す
る
業
者
が
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
保
守
点
検
は
、

県
の
登
録
業
者
が
行
い
ま
す
の
で
、

不
審
に
思
っ
た
ら
西
三
河
県
民
事

務
所
環
境
保
全
課
（
緯
０
５
６
４

・
　
・
２
８
７
５
）
に
お
問
い
合

２７

わ
せ
く
だ
さ
い
。
登
録
業
者
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.

p
ref.a

ich
i.jp
/
k
a
n
k
y
o
/

）
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

問
合
先
　
ご
み
減
量
課
ご
み
減
量

担
当
（
水
道
庁
舎
内
）

　
つ
く
し
が
丘
協
議
会
や
横
須
賀

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
、

岡
割
組
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
、
鹿
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
推
進
協
議
会
の
４
地
区
で
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
の
た
め
、

テ
ン
ト
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
用

品
な
ど
の
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
宝
く
じ
の
助
成
金
に

よ
り
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

問
合
先
　
市
民
協
働
課
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
担
当

広広報報平平成成２２４４年年２２月月１１６６日日号号 ８８

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

健
康
づ
く
り
推
進
員
を
募
集

情情 報報 通通 信信

県立鶴城丘高等学校では、授業の

一環として地域の皆さんと生徒がふ

れあう場「ふれあい農園」の利用者

を募集します。 ▼対象／農家以外で

畑の日常管理ができる方 ▼場所／県

立鶴城丘高等学校農場（鶴城町） ▼

募集区画／２０区画 ▼利用面積／１区

画１６釈 ▼利用期間／１年間（４月～

２５年３月） ▼費用／無料。ただし、

苗代や肥料代などは実費負担。 ▼募

集期間／２月２０日捷～３月９日晶 ▼

申込・問合先／往復はがきに住所、

氏名、電話番号を記入の上、郵送で

県立鶴城丘高等学校ふれあい農園担

当（緯５７・３２４３／〒 ４ ４ ５ －０８４７亀沢

町 ３ ０ ０ ）へ。 ▼その他／①定員を超

えた場合は抽選を行います　②作目

や作付けの一部を指定します。

　県立一色高等学校では、２４年度の

定時制課程の生徒を募集します。 ▼

応募資格／中学校卒業または３月に

卒業見込みの方、またはそれと同等

以上の学力があると認められる方 ▼

定員／前期・後期合わせて４０人 ▼試

験日／前期…３月９日晶、後期…３

月２８日昌 ▼試験科目／作文、基礎学

力検査（国語・数学・英語）、面接

▼申込日／前期…３月２日晶・５日

捷、後期…３月２３日晶・２６日捷 ▼そ

の他／申し込み方法など詳しくはお

問い合わせください。 ▼問合先／県

立一色高等学校定時制（緯７２・８１６５）

身近なトラブルが発生した場合、

それを解決するためには、さまざま

な手続きがあります。裁判所には、

裁判のほかに裁判官や調停委員が間

に入り、当事者の話し合いによって

トラブルを円満に解決する「民事調

停」があります。民事調停は裁判よ

りも手続きが簡単で費用も低額です。

また、時間もかけず早期解決に努め

ます。そのほか、民事調停は「手続

きが非公開」「合意を記載した調書

などには執行力がある」などの利点

があります。 ▼問合先／名古屋地方

裁判所事務局総務課広報係（緯 ０ ５ ２ 

・ ２ ０ ３ ・９０９２）

県立一色高等学校定時制課程生徒県立一色高等学校定時制課程生徒募募集集

募集
「ふれあい農園「ふれあい農園」」利用者募集利用者募集

募集

身近なトラブルでお困りの方身近なトラブルでお困りの方にに
～民事調停で円満な解決を～民事調停で円満な解決を～～

その他

毎月第３日曜日は

浄
化
槽
点
検
業
者
を
か
た

る
悪
質
業
者
に
ご
注
意
を

宝
く
じ
の
助
成
金
で
備
品

を
整
備
し
ま
し
た

家家 庭庭 のの 日日
　県と県青少年

育成県民会議で

は、毎月第３日

曜日を「家庭の

日」とし、家族

のふれあいがあ

る家庭づくりを

推進しています。

　家庭は子ども

にとって、悩みや心配事を何でも相談で

きるよりどころです。家族での会話を増

やすことが、家庭づくりの基礎になりま

す。家族が互いに理解を深めるとともに、

心のふれあいを大切にしましょう。

スローガン　「親と子の　対話がつくる

よい家庭」

問合先　生涯学習課生涯学習担当（緯５５

・３５１５／働く婦人の家内）

▲

　
年
度
啓
発
ポ
ス
タ
ー
　
児
童

２３
の
部
　
特
選
作
品



　
厳
し
い
寒
さ
も
一
段
落
し
、
佐

久
島
で
は
早
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

雛
人
形
の
展
示
「
佐
久
島
の
雛
ま

つ
り
展
」
を
弁
天
サ
ロ
ン
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
佐
久
島
で
は
女
の
子
が

産
ま
れ
る
と
、
お
祝
い
と
し
て
土

雛
を
贈
る
風
習
が
あ
り
、
そ
の
名

残
か
ら
雛
ま
つ
り
に
飾
ら
れ
て
い

た
の
は
手
作
り
の
素
朴
な
土
雛
で

し
た
。

　
雛
ま
つ
り
展
で
は
、
島
民
が
実

際
に
雛
ま
つ
り
に
飾
っ
て
い
た
土

雛
を
お
借
り
し
、
展
示
し
て
い
ま

す
。
土
雛
の
周
り
に
飾
ら
れ
て
い

る
の
は
、
島
の
女
性
た
ち
と
観
光

客
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
吊
し
飾

り
で
す
。
か
わ
い
ら
し
く
、
素
朴

で
温
か
み
の
あ
る
展
示
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
３
日
松
に
は
、
三

河
地
方
で
親
し
ま
れ
て
き
た
郷
土

伝
統
の
雛
菓
子
い
が
ま
ん
じ
ゅ
う

を
、
先
着
１
０
０
人
に
振
る
舞
う

「
雛
ま
つ
り
会
」
を
弁
天
サ
ロ
ン

で
行
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
雛
ま
つ
り
は
女
の
子

の
お
祝
い
で
す
が
、
老
若
男
女
問

い
ま
せ
ん
の
で
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
さ
さ
や
か
な
雛
ま
つ
り

の
お
祝
い
を
早
春
の
佐
久
島
で
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

９ 平成２４年２月１６日号広報

【佐久島公式サイト】http://www.japan-net.ne.jp/~benten

【問合先】佐久島振興課（緯７２・９６０７／一色支所内）

【
佐
久
島
の
雛
ま
つ
り

　
　【
佐
久
島
の
雛
ま
つ
り
】】

ごはんのとも 

文…苅田澄子、絵…わたなべあや／アリス館

　ほかほかごはん

が炊けました。ご

はんのともは何に

する？　納豆・漬

物・ふりかけなど、

ごはんのともが大

集合！　おいしい

ごはんが食べたく

１１

全館共通　５日捷・１２日捷・１９日捷・２６日捷
各館　西尾市立図書館（緯５６・６２００）…１５日昭
　　　一色学びの館（緯７２・３８８０）…２８日昌
　　　吉良図書館（緯３２・３４００）…６日昇～９日晶
　　　幡豆図書館（緯６２・６５８８）…２３日晶

３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののの

休休休休休休休休休休休休休休館館館館館館館館館館館館館館休館日日日日日日日日日日日日日日日

なる本です。

タ　イ　ト　ル日　　時対　象館　名

たこやきマントマン卯前半１０日松　午前１１時小学生以下

西尾市立図書館

若き日の豊田佐吉１０日松　午後２時３０分どなたでも

セサミストリート・ザ・ムービー２４日松　午前１１時小学生以下

別れの曲２４日松　午後２時３０分中学生以上

ブタがいた教室３０日晶　午後２時３０分小学生以下

ライラの冒険２４日松　午前１０時中学生以上
一色学びの館

ヘンゼルとグレーテル２４日松　午後２時小学生以下

たろうのともだち１７日松　午後２時中学生以上吉良図書館

ひなまつり／ジャングル大帝３日松　午後２時小学生以下幡豆図書館

▲雛まつり展での土雛、吊し飾り展示の様子で
す。おめかしして記念撮影はいかがですか？

日　　　時対  象団　体　名　な　ど

▼西尾市立図書館

３日松　午前１１時園児・小学生おはなし会きらら

１３日昇・２７日昇　午前１０時３０分０～４歳児おはなしドキドキ

毎週水曜日　午後３時３０分どなたでも水曜おはなし会

８日昭・２２日昭　午後３時３０分０～２歳児よちよちさんのおはなし会

２日晶・１６日晶　午前１０時３０分０～３歳児ピヨピヨおはなし会

１７日松　午後３時園児・小学生鶴城中学ボランティアーズ

２４日松　午前１０時３０分園児・小学生伝承あそび

▼一色学びの館

３日松・１０日松　午前１０時３０分

１７日松　午後３時
園児・小学生土曜日のおはなし会

９日晶　午前１１時２～３歳児めそっこランド

２１日昌　午前１１時０～１歳児ラッコランド

日　　　時対  象団　体　名　な　ど

▼吉良図書館

２１日昌　午前１０時３０分０～４歳児おはなしキラキラ

１４日昌・２８日昌　午前１０時３０分２～４歳児ひよこランド

４日掌　午前１０時３０分園児・小学生よみきかせ会

１０日松　午前１０時３０分園児・小学生土ようお話し会

▼幡豆図書館

１１日掌・２５日掌　午前１０時３０分園児・小学生よみきかせ

２８日昌　午前１０時４５分０～１歳児いちごおはなし会

９日晶　午前１０時４５分２～３歳児おはなしぴょーん

１７日松　午後３時園児以上はずっこおはなし会

アート＆イベント情報
●佐久島の雛まつり展　 ▼期間／３月３１日松まで ▼場
所／弁天サロン

●雛まつり会　 ▼日時／３月３日松　午前１０時 ▼場所
／弁天サロン

●佐久島弘法３　大学対抗リノベーション大会の軌跡
展　 ▼期間／３月３１日松まで ▼場所／弁天サロン内ギ
ャラリー ▼内容／建築を学ぶ大学生たちが制作した祠
の制作過程などのパネル展示

●佐久島弘法現地説明会　 ▼日時／３月１１日掌　午後
１時～４時 ▼集合場所／佐久島東渡船場 ▼内容／建築
を学ぶ大学生たちが制作した祠の現地説明会



活
動
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
潮
干
狩
り
や
一
色
大
提
灯
ま
つ
り
な
ど

大
き
な
行
事
の
時
は
、
名
古
屋
か
ら
貸
切
特

急
を
走
ら
せ
る
な
ど
企
画
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
集
客
の
イ
ベ
ン
ト
は
蒲
郡
市
と
も
連
携

し
、
今
後
、
名
鉄
に
も
話
を
し
ま
す
。

　
　
近
日
中
に
赤
字
を
解
消
で
き
ず
、
乗
客

も
上
向
か
な
い
時
は
、
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

　
　
現
在
、
乗
客
数
は
若
干
の
プ
ラ
ス
で
す
。

　
　
県
や
蒲
郡
市
と
と
も
に
、
第
３
セ
ク
タ

ー
設
置
で
の
運
行
や
、
先
進
事
例
の
研
究
を

早
急
に
進
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
財
政
支
援
の
合
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

時
は
、
そ
う
し
た
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
放
射
線
教
育
の
現
状
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
文
部
科
学
省
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
を
受
け
て
、「
放
射
線
等
に
関
す

る
副
読
本
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
指
導
資
料

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
給
食
は
放
射
能
汚
染
か
ら
完
全
に
守
ら

れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
現
在
、
厚
生
労
働
省
は
、
原
子
力
災
害

対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
食
品
ご
と
に

出
荷
を
制
限
す
る
地
域
を
定
め
て
い
る
た
め
、

放
射
能
汚
染
さ
れ
た
食
品
は
、
市
場
に
流
通

し
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
全
品
検
査
ま
で
し
て
ほ
し
い
と
い
う
保

護
者
か
ら
の
要
望
に
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い

き
ま
す
か
。

　
　
財
団
法
人
愛
知
県
学
校
給
食
会
が
、
市

町
村
へ
の
支
援
事
業
と
し
て
、
学
校
給
食
用

物
資
の
放
射
線
量
を
測
定
す
る
事
業
を
始
め

ま
し
た
。
全
品
検
査
は
難
し
い
と
思
い
ま
す

が
、
出
荷
制
限
さ
れ
て
い
る
自
治
体
及
び
そ

……………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………

去
に
は
大
き
な
事
故
も
あ
り
、
税
金
で
の
賠

償
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
公
費
に
よ
る
酒
食
提

供
は
一
切
止
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
公
費
に
よ
る
会
食
を
中
止
し
て
い
ま
す
。

　
　
旧
西
尾
市
で
は
、
消
防
署
を
強
化
す
る

こ
と
で
　
年
前
に
消
防
団
を
解
団
し
ま
し
た

４０

し
、
現
在
で
は
、
旧
３
町
で
も
消
防
署
は
強

化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
火
災
消
火
は
、
プ
ロ
に
任
せ
て
、
消
防
団

に
は
、
災
害
時
要
援
護
者
の
リ
ス
ト
づ
く
り

や
避
難
誘
導
に
働
い
て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
。

　
　
避
難
誘
導
は
、
消
防
団
の
任
務
に
入
っ

て
い
ま
す
が
、
リ
ス
ト
づ
く
り
は
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
町
外
勤
務
者
の
多
い
団
や
佐
久
島
で
は

女
性
団
員
を
増
や
し
ま
せ
ん
か
。
み
よ
し
市

で
は
全
体
の
２
割
が
女
性
で
す
。
三
重
県
神

島
な
ど
で
も
女
性
団
員
が
多
数
い
ま
す
。

　
　
女
性
の
特
性
を
発
揮
で
き
る
分
野
で
の

にしお

市議会だより

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
　
現
在
、
旧
３
町
の
ま
ま
の
３
団
で
す
が
、

合
併
し
た
の
で
す
か
ら
、
１
団
に
統
合
し
、

団
長
は
１
人
に
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
情
勢
を
見
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
活
動
地
域
は
旧
３
町
の
ま
ま
で
は
な
く
、

市
域
全
体
に
し
な
い
と
旧
市
が
範
囲
外
で
す
。

　
　
旧
３
町
区
域
を
範
囲
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
報
酬
・
費
用
弁
償
は
分
団
預
か
り
で
は

な
い
形
に
す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
団
員
本
人
に
支
給
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　
平
成
　
年
度
決
算
で
は
、
公
費
に
よ
る

２２

宴
会
や
酒
・
ビ
ー
ル
の
提
供
が
行
わ
れ
、
過

　
鈴
木
　
規
子
　
議
員

　
髙
野
　
邦
良
　
議
員
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安
心
で
き
る
教
育
に
つ
い
て

消
防
団
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
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にしがま線応援団キャラクター

　
月
定
例
会
　
一
般
質
問

１２

●
　
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

１８
●
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
尾
・
蒲
郡
線
の
利
用
促
進
策
に
つ
い
て
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し
ま
す
。

　
　
学
校
司
書
を
各
学
校
に
配
置
し
ま
せ
ん

か
。
　
　
平
成
　
年
度
の
８
人
か
ら
３
人
増
員
し
、

２２

　
人
配
置
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
さ
ら
な
る

１１増
員
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
立
図
書
館
の
今
後
の
あ
り
方
と
し
て
、

学
校
図
書
館
を
市
民
に
開
放
す
る
「
地
域
開

放
図
書
館
」
を
考
え
ま
せ
ん
か
。

　
　
実
施
す
る
上
に
お
い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
な
ど
運
営
体
制
や
施
設
管
理
の
問
題
等

も
あ
る
た
め
、
関
係
各
課
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
政
府
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
加
入
す
る
と
、
そ
の

　
年
後
に
国
民
総
生
産
が
２
兆
７
千
億
円
増

１０え
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
国

民
総
生
産
は
５
０
０
兆
円
で
す
か
ら
、
た
っ

た
０
・
５
４
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
１
億
２
千
万
余
の
国
民
で
割
り
戻
す
と
、

１
人
２
万
２
千
５
０
０
円
ほ
ど
で
す
。
そ
の

う
ち
労
働
者
に
配
分
さ
れ
る
の
は
わ
ず
か
で

す
。
こ
の
ほ
か
医
療
、
保
険
、
公
共
事
業
、

金
融
サ
ー
ビ
ス
や
、
食
料
品
の
安
全
性
に
つ

い
て
も
、
規
制
緩
和
で
重
大
な
変
更
が
危
惧

の
隣
接
自
治
体
で
生
産
さ
れ
、
出
荷
制
限
さ

れ
て
い
な
い
食
材
に
つ
き
ま
し
て
は
、
測
定

を
依
頼
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
こ
の
際
、
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
地
産
地

消
の
方
針
を
打
ち
出
し
ま
せ
ん
か
。
計
画
的

農
業
振
興
に
も
貢
献
で
き
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
　
学
校
給
食
は
、
児
童
・
生
徒
の
健
康
増

進
を
図
る
も
の
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
地

場
産
物
を
使
用
す
る
工
夫
を
し
て
、
今
後
も

そ
の
割
合
を
増
や
す
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　　
　
特
別
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
へ
の
対

応
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
就
労
支
援
や
生
活
介
護
、
短
期
入
所
な

にしお

市議会だより

　
　
資
源
ご
み
の
収
集
方
法
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
資
源
ご
み
の
収
集
方
法
に
関
し
て
は
、

吉
良
地
区
の
回
収
頻
度
が
月
１
回
に
対
し
、

他
の
３
地
区
は
月
２
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
吉
良
地
区
に
お
い
て
も
月
２
回
の
回
収

が
で
き
る
よ
う
に
、
現
在
検
討
中
で
す
。

　
　
エ
コ
カ
ー
補
助
制
度
の
活
用
状
況
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
低
公
害
車
の
購
入
補
助
制
度
は
大
変
好

評
で
、
今
年
９
月
末
時
点
で
、
当
初
予
算
で

あ
り
ま
す
１
千
万
円
、
２
０
０
件
分
の
申
請

が
あ
り
ま
し
た
。　

月
以
降
も
補
助
制
度
へ

１０

の
問
合
せ
が
多
い
状
況
か
ら
、　

月
定
例
会

１２

で
補
正
予
算
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
、
市
と
し
て
低
公
害
車
の
購
入
補

助
制
度
の
取
組
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
低
公
害
車
の
購
入
補
助
制
度
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
関
心
も
高
く
、
今
後
も
継
続
し

て
い
く
施
策
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
り
効
率

が
上
が
る
よ
う
に
制
度
の
見
直
し
を
行
い
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
旧
吉
良
町
で
実
施
し
て
い
た
ノ
ー
テ
レ

ビ
・
ノ
ー
ゲ
ー
ム
の
日
を
設
け
、
家
族
で
読

書
に
親
し
む
環
境
を
創
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
旧
吉
良
町
の
実
施
状
況
や
成
果
等
の
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
校
長
会
と
も
相
談

し
家
庭
教
育
の
充
実
に
向
け
た
取
組
を
検
討

ど
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な
場
合
は
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
サ
ー

ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。
経
済
的
な
支
援
と

し
て
、
国
・
県
か
ら
の
障
害
者
手
当
や
、
市

か
ら
の
障
害
者
扶
助
料
も
支
給
さ
れ
て
い
ま

す
。
障
害
が
あ
っ
て
も
、
働
く
機
会
や
社
会

参
加
の
場
所
を
得
て
、
健
康
で
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
関
係
機
関
と
連
携
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
消
防
団
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す

か
。
　
　
消
防
団
は
、「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
守
る
」

と
い
う
精
神
か
ら
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守

っ
て
き
た
歴
史
あ
る
組
織
で
あ
り
、
団
員
の

士
気
も
高
く
、
活
動
内
容
や
技
術
に
お
い
て

は
他
に
負
け
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
起
こ
り
う
る
災
害
に
お
い
て
消
防

団
の
力
は
、
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
市
と
し
て
当
然

の
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
稲
垣
　
一
夫
　
議
員

１１ 平成平成２４２４年年２２月月１６１６日号日号広報

安
心
で
き
る
福
祉
に
つ
い
て

消
防
団
に
つ
い
て

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

　
牧
野
　
勝
子
　
議
員
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ご
み
の
減
量
と
エ
コ
カ
ー

補
助
制
度
に
つ
い
て
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
及
ぼ
す
影
響
と

市
長
の
見
解
は

地場産物を利用している学校給食



で
、
平
成
　
年
度
に
中
学
校
に
設
置
す
る
予

２５

定
で
す
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ
考
え
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
　
津
波
対
策
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
標
高
マ
ッ
プ
作
成
、
沿
岸
部
の
標
高
表

示
板
の
設
置
、
津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
自
治
会
や
自
主
防
災
会
で
津

波
対
策
連
絡
協
議
会
も
設
置
予
定
で
す
。

　
　
名
鉄
西
尾
駅
は
、　

万
都
市
の
玄
関
口

１７

で
あ
り
、
駅
前
に
活
気
を
取
り
戻
す
た
め
の

施
策
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
ま
す
か
。　

　
　
西
尾
駅
前
に
ア
ク
セ
ス
す
る
都
市
計
画

道
路
の
整
備
を
は
じ
め
、
駅
東
西
の
駅
前
広

場
の
設
置
、
電
線
の
地
中
化
な
ど
景
観
に
も

配
慮
し
た
計
画
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

既
存
集
客
施
設
の
建
替
等
で
行
政
に
相
談
が

あ
っ
た
場
合
、
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
名
鉄
西
尾
線
（
西
尾
駅
・
新
安
城
駅
間
）

の
複
線
化
の
考
え
は
、
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
現
在
の
利
用
状
況
や
名
鉄
の
考
え
な
ど

　
　
児
童
館
の
少
な
い
西
尾
市
は
、
公
民
館

な
ど
を
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
無
料
開
放
し

ま
せ
ん
か
。

　
　
公
民
館
は
社
会
教
育
施
設
で
す
か
ら
、

子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
学
童
保
育
の
保
育
料
の
減
免
を
し
ま
せ

ん
か
。

　
　
低
所
得
世
帯
の
減
免
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　
　
一
色
町
生
田
地
内
の
産
廃
処
分
場
と
新

た
な
建
設
計
画
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う

な
考
え
で
す
か
。

　
　
竹
生
新
田
の
旧
産
廃
場
に
つ
い
て
は
、

汚
水
処
理
施
設
の
回
復
や
堰
堤
の
改
修
を
県

に
要
望
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
土
壌
検
査

も
含
め
強
力
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
新
産

廃
処
分
場
計
画
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
理
解

を
得
る
の
は
難
し
く
、
建
設
の
必
要
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
旧
３
町
な
ど
バ
ス
空
白
地
域
に
対
す
る

公
共
交
通
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
方
式
」
の

検
討
状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
旧
３
町
な
ど
に
、
く
る
り
ん
バ
ス
に
代

わ
る
方
法
と
し
て
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
方
式

も
そ
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

国
の
補
助
事
業
を
受
け
る
た
め
に
、　

月
か

１０

ら
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
一
色
町
公
民
館
の
空
調
工
事
改
修
は
、

合
併
で
引
き
継
が
れ
、
平
成
　
年
度
予
算
に

２３

計
上
さ
れ
ま
し
た
が
、
執
行
を
見
送
っ
て
い

ま
す
。
合
併
の
約
束
を
反
故
に
す
る
な
ど
許

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
理
由
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
実
施
設
計
委
託
料
と
空
調
整
備
工
事
を

一
体
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
再
来
年
以

降
、
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
学
校
の
各
教
室
に
、
天
井
型
の
扇
風
機

設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
西
三
河
各

市
で
は
、
新
年
度
に
中
学
校
の
教
室
ま
で
完

了
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
西
尾
市
も
完

了
さ
せ
る
べ
き
で
す
が
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
新
年
度
に
小
学
６
年
生
の
普
通
教
室
ま

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
、
市
民

に
十
分
開
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
か
。

　
　
こ
の
制
度
の
持
つ
意
味
や
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
は
、
国
民
に
十
分
開
示
さ

れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

　
　
日
本
は
、
既
に
農
産
物
の
平
均
関
税
率

を
　
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
下
げ
て
い
ま
す
。

１２
Ｅ
Ｕ
は
　
パ
ー
セ
ン
ト
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
　

２０

３３

パ
ー
セ
ン
ト
、
ブ
ラ
ジ
ル
　
パ
ー
セ
ン
ト
と

３５

高
く
、
ア
メ
リ
カ
も
乳
製
品
や
砂
糖
の
輸
入

規
制
を
続
け
て
い
ま
す
。
日
本
は
、
農
業
に

関
し
て
鎖
国
ど
こ
ろ
か
世
界
で
最
も
開
か
れ

た
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
球
的
規
模
で
の
食
料
不
足
が
大
問
題
に

な
っ
て
い
る
時
に
、
輸
入
依
存
を
強
め
る
こ

と
は
心
配
で
す
。
そ
こ
で
農
産
物
と
鉱
工
業

生
産
物
の
輸
入
の
意
味
の
違
い
を
ど
の
よ
う

に
考
え
ま
す
か
。

　
　
農
業
は
食
料
自
給
率
を
守
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変
難
し
い
問
題
だ
と
理

解
し
て
い
ま
す
。

　
　
食
料
は
、
そ
の
国
の
国
民
の
命
を
預
か

る
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
生
き
物
で
す
か
ら
備

蓄
に
も
大
変
配
慮
が
必
要
で
す
。
そ
れ
に
加

え
て
天
候
異
常
が
起
き
た
場
合
、
そ
の
国
が

必
要
な
分
を
確
保
し
て
か
ら
、
余
り
を
輸
出

す
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
意
味
で
も
農
産
物

は
自
国
で
賄
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
う
し

た
市
民
の
論
議
は
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
こ
れ
か
ら
十
分
な
国
民
的
論
議
を
尽
く

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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広広報報平成平成２４２４年年２２月月１６１６日号日号 １１２２

　
前
田
　
　
修
　
議
員

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

地
震
・
津
波
対
策
に
つ
い
て

●答 

■問 ●答 

■問 ●答 

産
業
廃
棄
物
問
題
に
つ
い
て

（
１
）
新
産
廃
処
分
場
に
つ
い
て

合
併
に
関
す
る
諸
要
求
に
つ
い
て

（
２
）一
色
町
公
民
館
の
工
事
見
送
り
は

合
併
に
関
す
る
諸
要
求
に
つ
い
て

（
１
）バ
ス
空
白
地
域
へ
の
公
共
交
通

合
併
に
関
す
る
諸
要
求
に
つ
い
て

（
３
）小
中
学
校
に
天
井
型
扇
風
機
を

　
鈴
木
　
　
亨
　
議
員

新
西
尾
市
に
ふ
さ
わ
し
い
名
鉄

西
尾
駅
前（
駅
東
・
駅
西
）に
つ
い
て

■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 



す
が
、
料
金
改
定
は
今
後
の
課
題
と
し
ま
す
。

　
　
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
特
定
規
模
電
気
事
業
者
）
か

ら
の
電
力
供
給
契
約
の
検
討
は
、
進
展
し
て

い
ま
す
か
。

　
　
現
在
、
視
察
を
終
え
、
ど
の
程
度
の
電

気
料
金
の
削
減
が
見
込
め
る
か
の
検
証
を
依

頼
す
る
計
画
で
、
削
減
効
果
の
検
証
が
で
き

次
第
、
部
分
的
導
入
も
含
め
て
積
極
的
に
推

進
し
ま
す
。

　
　
夕
方
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
時
刻
は
地
域

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
合
併
協
議
で
一
般
放
送
の
チ
ャ
イ
ム
は

現
行
通
り
と
す
る
申
し
合
わ
せ
が
行
わ
れ
ま

し
た
の
で
、
現
在
、
西
尾
市
行
政
無
線
運
用

規
程
に
基
づ
き
、
従
前
の
放
送
時
間
帯
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
　
昼
時
の
サ
イ
レ
ン
に
関
す
る
要
望
が
多

い
で
す
が
、
再
検
討
の
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

暫
定
利
用
し
、
今
後
、
駅
周
辺
施
設
の
再
建

計
画
や
一
体
的
な
土
地
利
用
等
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
売
却
も
検
討
し
、
将
来
を
見
据

え
、
後
悔
を
し
な
い
よ
う
慎
重
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
　
駅
周
辺
に
は
、
若
者
が
集
ま
る
施
設
を

誘
致
す
る
こ
と
で
、
駅
前
の
活
性
化
が
図
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
専
門
学
校

な
ど
の
施
設
を
誘
致
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
開
校
し
て
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
、
誘
致
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
子
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担
分
に
つ
い

て
無
料
か
ら
一
部
補
助
制
度
に
変
更
し
、
創

出
し
た
財
源
を
教
育
施
設
の
充
実
に
充
当
し

ま
せ
ん
か
。
ま
た
は
、
教
育
基
金
と
し
て
積

み
ま
せ
ん
か
。

　
　
平
成
　
年
度
当
初
予
算
で
、
市
の
負
担

２３

額
は
、
約
６
億
９
千
万
円
で
す
が
、
西
三
河

９
市
と
幸
田
町
の
す
べ
て
の
市
町
が
、
本
市

と
同
様
の
助
成
制
度
を
取
り
入
れ
て
お
り
、

自
己
負
担
分
の
変
更
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
市
民
へ
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

１
乗
車
１
０
０
円
の
六
万
石
く
る
り
ん
バ
ス

運
賃
を
、
ふ
れ
ん
ど
バ
ス
と
同
様
に
２
０
０

円
に
改
定
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
平
成
　
年
度
実
績
で
運
行
に
か
か
る
現

２３

在
の
赤
字
額
は
、
３
千
７
７
９
万
２
千
円
で

か
ら
判
断
す
る
と
、
複
線
化
の
メ
リ
ッ
ト
が

少
な
く
、
今
の
状
況
で
複
線
化
を
計
画
し
た

場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
費
用
を
行
政
で
賄
う
こ

と
と
な
る
た
め
難
し
い
で
す
。

　
　
西
尾
駅
東
の
商
業
施
設
解
体
跡
地
利
用

計
画
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
現
時
点
で
は
プ
ラ
ン
が
固
ま
る
ま
で
に

は
、
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
　
駅
西
に
民
間
の
集
客
施
設
や
公
共
施
設
、

公
益
施
設
を
立
地
す
る
こ
と
で
、
一
層
の
相

乗
効
果
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
駅
西

の
芝
生
広
場
を
民
間
に
売
却
し
、
そ
の
一
部

に
市
民
交
流
広
場
の
よ
う
な
公
益
施
設
が
入

る
複
合
ビ
ル
を
誘
致
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
当
面
は
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
会
場
と
し
て

にしお
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毎
日
２
回
鳴
ら
し
て
い
る
回
数
を
増
や

す
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
旧
幡
豆
郡

３
町
民
の
心
を
く
ん
で
、
要
望
を
再
度
確
認

し
な
が
ら
、
昼
の
チ
ャ
イ
ム
を
入
れ
た
時
間

帯
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
全
国
８
割
以
上
が
取
り
入
れ
て
い
る
３

学
期
制
に
統
一
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
現
在
、
２
期
制
と
３
学
期
制
の
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、
統
一
に
向
け

た
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
　
３
学
期
制
か
ら
２
学
期
制
に
切
り
替
わ

っ
た
際
、
混
乱
は
あ
り
ま
し
た
か
。

　
　
３
学
期
制
に
は
長
い
伝
統
が
あ
り
、
初

め
て
２
期
制
に
つ
い
て
説
明
を
開
い
た
旧
西

尾
市
の
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
も
少
な
か

ら
ず
不
安
は
あ
り
ま
し
た
。
疑
問
や
不
安
な

点
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
や
各
学
校
で
「
Ｑ
＆
Ａ
」

を
作
成
し
た
り
し
て
周
知
を
図
っ
て
き
ま
し

た
。
試
行
期
間
を
設
け
る
こ
と
で
、
学
期
制

検
討
委
員
会
を
中
心
に
し
て
各
種
行
事
等
の

調
整
を
図
っ
て
、
皆
さ
ん
に
切
り
替
え
の
ご

理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
２
学
期
制
を
採
用
し
て
い
る
高
校
は
、

市
内
、
県
内
に
何
校
あ
り
ま
す
か
。

　
　
市
内
に
は
な
く
、
県
内
に
２
校
あ
り
ま

す
。
文
部
科
学
省
に
よ
れ
ば
、
３
年
前
の
同

じ
調
査
に
よ
る
と
２
期
制
は
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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■問 ●答 

　
颯
田
　
栄
作
　
議
員

■問 ●答 

名鉄西尾駅西の広場（左側：駅舎）

財
源
創
出
の
た
め
の
補
助
金
及
び
助
成
金

の
見
直
し
並
び
に
事
業
の
検
証
に
つ
い
て

生
活
時
間
帯
の
区
切
り

（
チ
ャ
イ
ム
）に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
学
期
制
に
つ
い
て

■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 

●答 

■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 



　
　
地
域
資
源
（
歴
史
・
文
化
・
産
業
・
観

光
・
自
然
環
境
）
を
生
か
し
た
個
性
と
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
、
交
流
人
口

の
増
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
第
７
次
総
合
計
画
で
、
市
内
で
完
結
で

き
る
よ
う
な
滞
在
型
・
回
遊
型
の
観
光
交
流

圏
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
文
化
遺

産
を
適
切
に
保
全
、
継
承
し
て
い
く
な
ど
し

て
交
流
人
口
の
増
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

場
が
必
要
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、

西
尾
市
の
野
球
場
構
想
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
合
併
後
の
新
市
の
基
礎
と
な
る
第
７
次

西
尾
市
総
合
計
画
の
策
定
が
進
ん
で
お
り
、

野
球
場
構
想
に
つ
い
て
も
本
計
画
の
中
で
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
、
被
災
者
の
生

活
再
建
に
は
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
震

災
は
続
い
て
い
ま
す
。
大
災
害
の
直
後
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
な
さ
れ
、
当
面
の
対
応

策
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時

期
に
は
、
災
害
の
全
体
像
の
デ
ー
タ
が
必
ず

し
も
十
分
で
は
な
く
、
誤
っ
た
状
況
認
識
、

部
分
的
事
実
の
み
に
基
づ
く
議
論
な
ど
も
し

　
　
新
市
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
、
常
備

消
防
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

　
非
常
備
消
防
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
は
１

団
に
統
合
し
、
水
警
防
団
、
市
民
消
火
隊
及

び
自
主
防
災
会
と
連
携
を
図
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
効
果
的
、
効
率
的
に
消
防
力
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
消
防
団
の
統
一
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
連
携
に
つ
い
て
は
、
各
種
訓

練
を
通
し
て
、
よ
り
強
固
な
も
の
に
し
ま
す
。

　
　
ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球
菌
・
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
継
続
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
国
の
助
成
が
平
成
　
年
度
以
降
廃
止
さ

２４

れ
た
場
合
で
も
、
市
の
財
政
状
況
を
考
慮
し

つ
つ
、
公
費
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

　
　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、　

歳
７５

以
上
の
方
と
、　

歳
以
上
の
基
礎
疾
患
の
あ

６５

る
方
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
半
額
助
成

を
実
施
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
国
の
方
針
が
明
確
で
な
い
現
在
、
高
齢

者
の
方
へ
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助

成
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
医
療
・
介
護
従
事
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種
と
費
用
の
助
成
を

実
施
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
優
先
接
種
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

調
整
し
ま
す
。
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
健
康
診
査
時
に
胃
が
ん
の
一
次
予
防
と

し
て
、
ピ
ロ
リ
菌
の
有
無
の
検
査
を
実
施
し

ま
せ
ん
か
。

　
　
次
年
度
以
降
、
希
望
者
に
自
費
で
検
査

で
き
る
よ
う
に
西
尾
幡
豆
医
師
会
と
調
整
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
改
修
計
画
の
な
い
学
校
ト
イ
レ
の
改
善

に
つ
い
て
、
専
門
業
者
に
よ
る
清
掃
と
オ
ゾ

ン
水
に
よ
る
清
掃
で
の
悪
臭
対
策
を
実
施
し

ま
せ
ん
か
。

　
　
効
果
は
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
野
球
と
同
じ
程
度
の
規
模
で
行
な
わ
れ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
メ
デ
ィ
ア
露
出
で
も
観
客
動
員
で

も
、
野
球
ほ
ど
ず
ば
抜
け
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

は
他
に
類
を
見
ま
せ
ん
。
今
年
の
「
全
国
高

等
学
校
野
球
大
会
」
の
愛
知
県
予
選
で
は
、

吉
良
高
校
が
ベ
ス
ト
８
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し

た
。
合
併
し
て
　
万
人
都
市
が
誕
生
し
た
今

１７

こ
そ
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
観
客
も
真
の
野
球
を

楽
し
む
た
め
に
、
そ
の
市
に
相
応
し
い
野
球

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

にしお

市議会だより

広広報報平成平成２４２４年年２２月月１６１６日号日号 １１４４

新
西
尾
市
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

　
大
竹
　
　
忍
　
議
員

■問 ●答 

予
防
医
療
に
つ
い
て

学
校
教
育
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

　
長
谷
川
敏
廣
　
議
員

西
尾
市
の
野
球
場
構
想
に
つ
い
て

三河湾から望む西尾市

横須賀公園運動場

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

西
尾
市
の
対
応
に
つ
い
て

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

●答 ■問 ■問 ●答 

●答 ■問 

■問 



　
　
合
併
初
年
度
で
あ
る
本
年
度
の
当
初
予

算
は
、
各
町
そ
れ
ぞ
れ
自
主
財
源
を
持
ち
寄

り
、
今
年
度
に
実
施
す
べ
き
事
業
を
市
と
の

調
整
の
上
で
予
算
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
市
議
会
で
も
承
認
さ
れ
、
い
わ
ば
実

施
が
約
束
さ
れ
た
事
業
予
算
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
旧
３
町
の
事
業
の
中
で
、
主
た

る
事
業
が
未
実
施
の
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
が
あ
り
ま
す
か
。

　
　
一
色
町
公
民
館
ホ
ー
ル
棟
の
空
調
施
設

整
備
工
事
の
実
施
設
計
、
吉
良
町
の
塩
田
復

元
整
備
事
業
の
用
地
購
入
及
び
幡
豆
町
の
消

防
施
設
整
備
事
業
の
一
部
を
含
め
た
３
件
が

年
度
内
未
執
行
の
予
定
で
す
。

　
　
合
併
前
は
「
や
る
」
と
言
い
な
が
ら
、

実
施
し
な
い
と
な
り
ま
す
と
、
合
併
前
の
約

束
が
反
故
に
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
も
、
こ
の
　
月
ま
で
議
会
に
対
し
て
何
ら

１２

説
明
も
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ら
事
業
は
、
「
新

市
基
本
計
画
」
及
び
「
新
市
財
政
計
画
」
の

作
成
時
に
も
了
承
済
み
の
事
業
で
あ
り
、
予

算
は
各
町
の
町
民
の
方
か
ら
預
か
っ
た
税
金

が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
来
そ
の
地
区
に

使
わ
れ
る
べ
き
税
金
が
使
わ
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
ま
す
か
。

　
　
９
月
議
会
に
て
、
旧
３
町
か
ら
の
継
続

事
業
の
う
ち
、
塩
田
復
元
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
新
た
な
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
検

討
し
て
い
く
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
文
化
財
保
護
委
員
会
の
意
見
を
聴
取
し
、

検
討
委
員
会
委
員
の
人
選
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
　
旧
吉
良
町
に
は
、
吉
良
入
浜
式
塩
田
保

存
会
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に

設
置
さ
れ
る
検
討
委
員
会
の
委
員
に
保
存
会

の
会
員
は
含
ま
れ
ま
す
か
。

　
　
検
討
委
員
会
の
委
員
に
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
前
年
度
３
月
の
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

塩
田
復
元
整
備
事
業
に
は
駐
車
場
の
確
保
が

必
須
条
件
で
あ
る
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
実
施
計
画
は
新
市
に
て
検
討
し
ま
す
。

駐
車
場
に
つ
い
て
も
再
度
検
討
し
ま
す
。
用

地
取
得
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
不
動
産
鑑

定
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
合
併
前
の
西
尾
市
議
会
で
承
認
さ
れ
た

予
算
が
年
度
内
に
執
行
さ
れ
な
い
可
能
性
が

にしお

市議会だより
ば
し
ば
な
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
感
情
論
や
単

な
る
行
政
批
判
に
す
ぎ
な
い
意
見
も
多
く
あ

り
ま
し
た
。
今
回
の
激
甚
災
害
か
ら
学
び
得

る
教
訓
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
現
時
点
で

の
影
響
評
価
や
分
析
と
意
見
は
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
点
で
市
と
し
て
の
考
え
を
公
表
す

る
こ
と
に
よ
り
、
広
範
な
議
論
を
喚
起
し
、

今
後
の
西
尾
市
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
強
く

希
望
し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
教
訓
と
し
て
、
西
尾
市
の
防
災
対
策
の
最

重
要
課
題
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
と
考
え
ま

す
か
。

　
　
防
災
対
策
の
最
重
要
課
題
は
、
ハ
ー
ド

と
ソ
フ
ト
の
バ
ラ
ン
ス
で
す
。

　
当
市
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
住
民

の
避
難
を
軸
に
土
地
利
用
、
避
難
施
設
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
て
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
、
取

り
得
る
手
段
を
尽
く
し
た
総
合
的
な
津
波
対

策
が
最
重
要
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
３
月
　
日
の
東
日
本
大
震
災
発
生
以
来
、

１１

東
北
地
方
を
中
心
に
未
曾
有
の
被
害
に
見
舞

わ
れ
、
そ
の
復
興
は
必
ず
し
も
順
調
に
推
移

し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
西
尾
市
の
災
害

支
援
体
制
は
ど
の
よ
う
で
し
た
か
。

　
　
人
的
支
援
と
し
て
緊
急
消
防
援
助
隊
と

し
て
消
防
職
員
や
罹
災
証
明
事
務
に
係
る
事

務
職
員
な
ど
　
人
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
ま

７０

た
、
物
質
支
援
と
し
て
備
蓄
品
や
生
活
必
需

品
を
８
万
３
千
９
７
点
、
個
人
や
団
体
の
義

援
金
と
し
て
、
１
億
８
千
６
０
０
万
円
余
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

１５ 平成平成２４２４年年２２月月１６１６日号日号広報

出
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
事
態
を
ど
の
よ
う

に
考
え
ま
す
か
。

　
　
合
併
協
議
事
項
や
予
算
は
尊
重
し
て
い

ま
す
。
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ

る
た
め
に
、
駐
車
場
に
つ
い
て
も
再
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
本
年
度
内
の
駐
車
場
確
保
は
本
当
に
可

能
で
す
か
。
本
事
業
が
立
ち
消
え
て
し
ま
わ

な
い
か
大
変
危
惧
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て

の
姿
勢
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
入
浜
式
塩
田
の
製
塩
技
術
を
保
存
し
て

い
く
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
無
形
民
俗
文
化

財
と
し
て
継
続
し
て
い
く
た
め
の
必
要
な
整

備
に
は
な
る
べ
く
早
く
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
第
７
次
総
合
計
画
や
３
か
年
実
施
計
画

に
位
置
付
け
を
し
て
い
き
ま
す
。
吉
良
の
塩

田
で
の
製
塩
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
今
後
塩
づ
く
り
講
座
の
充
実
や
吉
良
の

塩
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
３
か
年
実
施
計
画
に
位
置
付
け
を
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
が
、
西
尾
市
と
し
て
の

考
え
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
所
管
部
に
お
い
て
事
業
の
内
容
、
必
要

性
等
を
十
分
に
検
討
し
た
上
で
、
第
７
次
総

合
計
画
及
び
実
施
計
画
に
位
置
付
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
平
成
　
年
度
以
降
の
で
き
る

２５

だ
け
早
い
段
階
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

　
石
川
　
伸
一
　
議
員

合
併
後
の
検
証
に
つ
い
て（
そ
の
２
）

合
併
の
約
束
が
反
故
に

　
徳
倉
　
正
美
　
議
員

■問 ●答 

■問 ●答 

塩
田
復
元
整
備
事
業
に
つ
い
て

●答 
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研
究
・
検
討
し
ま
す
。

　
　
新
市
の
中
心
と
な
る
福
地
地
区
「
憩
い

の
農
園
」
周
辺
の
活
性
化
事
業
の
進
捗
状
況

は
ど
の
よ
う
で
す
か
。　
　

　
　
一
部
事
業
の
見
直
し
が
必
要
で
す
が
、

第
７
次
総
合
計
画
に
位
置
付
け
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
ま
す
。

　
　
旧
３
町
の
活
性
化
と
南
北
道
路
「
岡
崎

一
色
線
」
を
早
期
に
進
め
ま
せ
ん
か
。

　
　
都
市
計
画
道
路
岡
崎
一
色
線
の
今
川
町

・
矢
曽
根
町
間
を
今
年
度
末
に
、
県
道
蒲
郡

碧
南
線
ま
で
を
平
成
　
年
度
末
に
供
用
開
始

２４

す
る
予
定
で
す
。

　
　
「
船
頭
重
吉
」
の
故
郷
を
整
備
し
、
漂
流

２
０
０
周
年
行
事
等
を
開
催
し
て
記
念
救
命

胴
衣
等
を
配
布
し
、
名
所
・
旧
跡
の
指
定
と

小
京
都
に
し
お
の
拠
点
を
整
備
し
て
史
跡
の

駅
を
設
置
し
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と

大
使
や
ふ
る
さ
と
納
税
者
等
西
尾
出
身
ゆ
か

り
の
人
が
集
ま
る
大
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
行
事
は
関
係
市
と
連
携
し
記
念
品
も
検

討
し
ま
す
が
、
他
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
高
齢
者
等
に
携
帯
用
呼
び
笛
を
配
布
し

て
火
災
等
非
常
時
救
援
体
制
を
整
備
し
、
津

波
や
高
潮
対
策
等
で
障
が
い
者
や
高
齢
者
の

た
め
の
シ
ェ
ル
タ
ー
や
方
舟
を
開
発
し
て
助

成
制
度
を
設
け
、
子
ど
も
防
災
ノ
ー
ト
を
作

成
配
布
し
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
震
災
等
寄

付
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
講
座
を
開
設
し
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
の
献
立
を

充
実
し
て
一
緒
に
給
食
が
食
べ
ら
れ
る
体
制

を
整
備
し
、
食
材
等
の
放
射
性
物
質
検
査
測

定
器
を
設
置
し
て
結
果
を
公
表
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
ア
レ
ル
ギ
ー
は
難
し
く
、
放
射
能
は
支

援
事
業
に
依
頼
し
、
シ
ェ
ル
タ
ー
は
今
後
の

課
題
と
し
ま
す
が
、
他
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
予
算
計
上
さ
れ
た
事
業
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
や
長
期
的
観
点
・

視
野
に
立
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
再
確
認

し
、
事
業
実
施
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
と
い

う
行
政
運
営
の
基
本
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

　
　
地
方
自
治
法
に
、
そ
の
年
度
の
歳
出
は

そ
の
年
度
の
歳
入
で
賄
う
と
い
う
「
会
計
年

度
独
立
の
原
則
」
が
自
治
体
に
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
不
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
こ
の
ま
ま
い
け
ば
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ

た
事
業
を
年
度
途
中
で
中
止
に
し
、
し
か
も

議
会
に
何
ら
説
明
も
な
く
、
次
年
度
に
４
千

万
円
以
上
も
の
税
金
を
使
わ
ず
に
繰
り
越
す

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
そ
の
よ

う
な
議
会
を
軽
視
し
た
不
当
な
や
り
方
は
、

議
会
が
許
し
ま
せ
ん
。
議
会
軽
視
も
は
な
は

だ
し
い
。
ま
た
、
市
民
も
納
得
し
ま
せ
ん
。

　
市
長
は
「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
」、
ま
た
、
「
融
和
を
め
ざ
す
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
旧

３
町
の
市
民
に
は
、
到
底
理
解
さ
れ
な
い
と

考
え
ま
す
が
、
市
長
の
見
解
は
ど
の
よ
う
で

す
か
。

　
　
現
在
、
第
７
次
総
合
計
画
の
策
定
中
で

す
。
こ
の
中
で
合
併
前
に
計
画
、
検
討
さ
れ

た
こ
と
は
、
大
い
に
尊
重
し
た
上
で
新
市
全

体
の
観
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
講
座

と
、
も
の
忘
れ
予
防
・
相
談
検
診
を
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
て
予
防
教
室
を
開
催
し
、
 ピ
ッ
ク

病
や
若
年
性
認
知
症
等
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
て
専
任
組
織
を
設
置
し
た
り
、
認

知
行
動
療
法
を
実
施
し
て
自
殺
予
防
情
報
セ

ン
タ
ー
と
、
引
き
込
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
育
成
講
座
と
専
任
組
織
の
設
置
は
難
し

く
、
予
防
教
室
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
が
、
他
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
学
校
等
節
電
効
果
の
料
金
等
を
報
奨
金

と
し
て
再
配
分
し
、
電
気
自
動
車
等
の
蓄
電

池
緊
急
電
源
供
給
連
携
シ
ス
テ
ム
と
住
宅
等

に
送
電
で
き
る
シ
ス
テ
ム
改
修
と
電
動
ス
ク

ー
タ
ー
等
や
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ホ
ー
ム
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
）
・
Ｂ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
や
ビ
ル
等
の
補
助
を
し
、
ス
マ
ー
ト
メ

ー
タ
ー
を
設
置
し
て
見
え
る
化
を
図
っ
て
市

民
に
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
を
周
知
し
、
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ト
を
整
備
し
、
次
世
代
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
備
え
た
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
ー
構
想
を
策
定
し
て
太
陽
光
パ
ネ
ル
等

の
設
置
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
し
ま
せ

ん
か
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
改
修
時

に
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
の
ク
リ
ー
ン
・
コ
ー
ル
・
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
（
環
境
と
調
和
す
る
石
炭
利
用
の

技
術
的
工
夫
）
等
を
活
用
し
、
Ｉ
Ｇ
Ｆ
Ｃ
を

設
置
す
る
研
究
を
進
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
提

案
制
度
を
導
入
し
て
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
。

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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史
跡
の
駅
、防
災
ノ
ー
ト
作
成
、ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
ー
構
築
な
ど
に
つ
い
て

　
広
中
　
利
臣
　
議
員

●答 

合
併
後
の
問
題
と
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
中
村
　
行
男
　
議
員
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施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
林
火
災
は
消
防
水

利
が
少
な
く
、
延
焼
が
広
範
囲
と
な
る
こ
と

か
ら
、
消
火
活
動
に
は
多
く
の
人
員
が
必
要

で
す
。

　
　
市
長
は
消
防
団
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
認
識
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
針
と
し
て

い
ま
す
か
。

　
　
国
か
ら
消
防
団
の
設
置
指
導
を
受
け
て

お
り
、
合
併
に
よ
り
設
置
で
き
ま
し
た
。

　
団
員
の
士
気
は
高
く
、
活
動
内
容
、
技
術

と
も
に
優
れ
て
お
り
、
有
事
の
際
に
消
防
団

の
力
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。
維
持
す
る
こ
と

は
当
然
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
素
案
の
作
成
中
で
あ
り
、
現
在
、
発
表

で
き
ま
せ
ん
。

　
　
施
設
の
存
続
に
向
け
た
対
応
を
ど
の
よ

う
に
進
め
ま
す
か
。

　
　
維
持
経
費
の
一
部
を
市
が
負
担
す
る
こ

と
は
困
難
な
状
況
で
す
が
、
県
の
大
型
児
童

遊
園
で
貴
重
な
観
光
資
源
で
す
の
で
、
存
続

さ
れ
る
よ
う
市
を
挙
げ
て
協
力
し
ま
す
。

　
　
過
日
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ
記
事
は
全
く

遺
憾
で
最
悪
な
も
の
で
す
。
特
に
「
酔
っ
払

い
消
防
団
…
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
ま
す
か
。

　
　
酒
を
飲
ん
で
活
動
す
る
こ
と
は
な
く
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
誤
解
を
招
く
表
現
で
す
。

　
　
改
善
す
べ
き
は
改
善
し
、
さ
ら
に
消
防

団
の
充
実
を
図
る
べ
き
と
の
方
針
か
ら
、
既

に
適
切
な
支
出
が
し
て
あ
る
と
聞
き
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
平
成
　
年
度
予
算
で
は
、
公
費
で
の
会

２３

食
を
廃
止
し
、
食
糧
費
な
ど
も
削
減
し
ま
し

た
。

にしお

市議会だより
　
　
熱
池
町
及
び
横
手
町
地
内
の
県
道
交
差

点
の
改
良
計
画
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
渋
滞
し
て
い
る
県
道
豊
田
一
色
線
の
右

折
帯
用
地
の
買
収
は
、
本
年
度
末
ま
で
に
約

　
パ
ー
セ
ン
ト
の
完
了
予
定
で
す
。
ま
た
、

４０横
手
町
の
西
尾
幸
田
線
の
交
差
点
は
、
早
期

改
良
に
向
け
予
算
確
保
に
努
め
ま
す
。　

　
　
建
設
計
画
の
予
定
は
ど
う
で
す
か
。

　
　
具
体
的
内
容
を
調
査
す
る
た
め
、
庁
内

５
課
で
勉
強
会
を
設
置
し
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
学
校
を
つ
く
る
場
合
の
面
積
や
規
模
は

ど
れ
ほ
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
規
模
等
は
未
定
で
す
が
、
視
察
し
た
状

況
で
は
、
教
室
は
　
か
ら
　
が
必
要
で
す
。

１５

２０

　
　
他
市
に
例
の
あ
る
空
き
校
舎
の
改
修
や

合
併
に
よ
る
市
施
設
統
廃
合
に
よ
る
跡
地
再

活
用
に
よ
り
、
建
設
を
進
め
ま
せ
ん
か
。

　
　
色
々
な
部
屋
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

内
部
の
勉
強
会
で
話
題
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
家
族
の
方
は
、
一
日
千
秋
の
思
い
で
建

設
を
待
っ
て
い
ま
す
、
一
刻
も
早
い
建
設
に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
対
外
的
な
協
力
、
支
援
も
含
め
、
調
査

及
び
情
報
の
収
集
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
　
養
護
学
校
建
設
計
画
を
第
７
次
総
合
計

画
に
載
せ
ま
せ
ん
か
。

１７ 平成平成２４２４年年２２月月１６１６日号日号広報

　
　
チ
ラ
シ
に
は
「
消
防
団
は
消
火
し
な
い
」

と
あ
り
ま
す
が
、
実
態
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
本
年
度
６
件
の
火
災
に
出
動
し
、
４
件

の
消
火
活
動
と
他
２
件
は
常
備
消
防
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
チ
ラ
シ
に
は
一
貫
し
て
「
消
防
団
は
要

ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。

　
佐
久
島
は
木
造
住
宅
が
密
集
し
、
山
林
、

原
野
、
耕
作
放
棄
地
等
も
多
く
、
火
災
発
生

の
危
険
な
地
区
で
す
。
常
備
消
防
と
し
た
場

合
、
い
く
ら
予
算
が
必
要
で
す
か
。

　
　
佐
久
島
分
署
を
設
置
し
た
場
合
、
分
署

建
設
費
に
約
１
億
９
千
万
円
、
消
防
救
急
各

種
機
材
及
び
消
防
艇
に
約
２
億
７
千
万
円
と

　
人
の
人
件
費
及
び
光
熱
水
費
に
約
１
億
５

２０千
万
円
の
計
６
億
円
超
が
必
要
で
す
。

　
　
平
成
　
年
度
一
色
町
佐
久
島
分
団
に
要

２２

し
た
経
費
は
い
く
ら
で
し
た
か
。

　
　
車
両
、
施
設
の
維
持
管
理
費
及
び
団
員

報
酬
な
ど
総
額
で
８
１
０
万
円
で
す
。

　
　
旧
幡
豆
３
町
の
防
潮
扉
と
水
門
は
何
か

所
あ
り
ま
す
か
。

　
　
角
落
し
を
含
む
防
潮
扉
が
１
１
３
か
所

と
水
門
が
　
か
所
あ
り
ま
す
。

３２

　
　
常
備
消
防
だ
け
で
は
、
防
潮
扉
の
迅
速

な
閉
鎖
は
対
応
不
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
広
大
な
山
林
火
災
に
的
確
に
対
応
す
る

た
め
に
常
備
消
防
職
員
は
何
人
必
要
で
す
か
。

　
　
３
月
　
日
の
津
波
警
報
発
令
時
に
は
、

１１

団
員
な
ど
１
３
９
人
が
防
潮
扉
の
閉
鎖
を
実

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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髙
須
　
一
弘
　
議
員

愛
知
こ
ど
も
の
国
に
つ
い
て

市
立
特
別
支
援
学
校
の
早
期
建
設
に
つ
い
て

旧
幡
豆
郡
の
防
災
対
策
と
消
防
団

に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て

３町消防団による出初式
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消
防
団
に
、
寺
津
・
平
坂
地
区
は
消
防
署
が

対
応
し
て
い
ま
す
。

　
　
防
潮
扉
開
閉
時
の
消
防
団
と
町
内
会
の

被
災
時
の
補
償
制
度
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
消
防
団
は
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務

員
と
し
て
消
防
組
織
法
及
び
水
防
法
に
よ
り

対
応
し
ま
す
。
町
内
会
は
、
西
尾
市
市
民
活

動
総
合
補
償
制
度
で
対
応
し
ま
す
。

　
　
災
害
発
生
時
の
住
民
と
災
害
対
策
本
部

と
の
情
報
伝
達
、
支
援
物
資
等
の
流
れ
は
ど

の
よ
う
で
す
か
。

　
　
情
報
伝
達
、
支
援
物
資
等
の
災
害
対
策

本
部
と
の
窓
口
は
町
内
会
長
を
通
じ
て
行
い

ま
す
。
地
域
の
避
難
所
へ
の
支
援
は
、
指
定

避
難
所
よ
り
町
内
会
の
協
力
で
配
布
し
ま
す
。

　
　
災
害
発
生
時
の
市
内
各
種
団
体
と
の
支

援
協
定
の
状
況
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
食
料
品
、
生
活
必
需
品
で
　
社
、
飲
料

１０

水
で
５
社
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
等
の
燃

料
及
び
応
急
対
策
活
動
で
　
件
の
合
計
　
の

４０

５５

災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
　
災
害
発
生
時
の
避
難
所
開
設
、
支
援
物

資
配
布
等
の
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ

う
で
す
か
。

　
　
過
去
の
震
災
の
例
よ
り
３
日
以
内
に
は

支
援
物
資
が
届
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
避

難
所
は
あ
ら
か
じ
め
担
当
職
員
を
決
め
速
や

か
に
開
設
し
ま
す
。
今
後
、
災
害
対
策
本
部

と
各
避
難
所
と
の
実
践
的
な
情
報
交
換
及
び

指
揮
命
令
の
通
信
連
携
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
市
民
病
院
事
務
は
専
門
的
知
識
を
特
に

必
要
と
す
る
内
容
が
多
い
た
め
、
プ
ロ
パ
ー

の
専
門
職
と
し
て
事
務
職
を
独
自
に
採
用
し

て
い
く
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
専
門
職
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
異
動
が

な
い
こ
と
で
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
病
院
と
も
協
議

し
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
市
民
病
院
の
医
師
不
足
を
解
消
し
て
い

く
た
め
、
医
師
が
定
着
す
る
よ
う
な
待
遇
改

善
を
し
て
い
く
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
医
師
公
舎
、
院
内
保
育
園
、
医
局
の
整

備
、
医
師
手
当
の
増
額
、
医
師
事
務
の
作
業

補
助
者
の
配
置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

他
の
病
院
の
事
例
を
研
究
し
、
医
師
に
と
っ

　
　
災
害
警
報
等
の
市
民
へ
の
周
知
徹
底
方

法
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
市
民
へ
の
情
報
伝
達
は
、
同
報
無
線
、

携
帯
電
話
（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）、
広
報
車
等
で

行
い
ま
す
。

　
　
海
の
レ
ジ
ャ
ー
観
光
客
へ
の
災
害
警
報

の
周
知
徹
底
方
法
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
被
害
が
想
定
さ
れ
る
警
報
は
、
防
災
無

線
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
と
同
報
無
線
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
に
よ
り
避
難
を
呼
び
か
け
ま
す
。
さ
ら

に
市
の
広
報
車
両
、
消
防
車
両
等
に
よ
り
広

範
囲
に
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。　
　
　

　
　
海
の
レ
ジ
ャ
ー
観
光
客
へ
の
避
難
誘
導

の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
観
光
客
に
は
防
災
無
線
で
周
知
す
る
と

と
も
に
、
漁
協
、
温
泉
組
合
な
ど
と
連
携
し

避
難
誘
導
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
標

高
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を
基
に

津
波
避
難
ビ
ル
指
定
を
含
め
、
高
台
を
示
す

避
難
誘
導
表
示
を
電
柱
な
ど
に
設
置
し
ま
す
。

　
　
防
潮
扉
の
管
理
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
扉
の
開
閉
操
作
は
、
一
色
地
区
は
消
防

団
に
、
吉
良
・
幡
豆
地
区
は
地
元
町
内
会
と

て
魅
力
的
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
高
額
な
医
療
機
器
の
更
新
年
数
は
、
近

隣
の
公
立
病
院
と
比
較
し
て
ど
の
よ
う
な
状

況
で
す
か
。

　
　
Ｃ
Ｔ
診
断
装
置
な
ど
の
高
額
医
療
機
器

の
耐
用
年
数
は
６
年
で
す
が
、
８
年
か
ら
　１５

年
使
用
し
て
更
新
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
経

営
状
態
を
見
な
が
ら
、
他
の
医
療
機
器
に
つ

い
て
も
早
期
に
更
新
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
小
・
中
学
校
や
保
育
園
の
給
食
材
料
の

う
ち
で
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た
も
の
の
割
合

は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
食
材
数
　
の
う
ち
県
内
産
が
　
、
県
内

９０

４５

を
除
く
国
産
が
　
、
外
国
産
が
　
で
県
内
産

２９

１６

の
割
合
は
　
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
保
育
園
で

５０

は
、
食
材
数
　
の
う
ち
県
内
産
が
　
、
県
内

６８

３２

を
除
く
国
産
が
　
、
外
国
産
が
６
で
、
県
内

３０

産
の
割
合
は
約
　
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

４７

　
　
公
立
保
育
園
と
の
違
い
が
民
間
保
育
園

に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
現
状
は
ど
の
よ

う
で
す
か
。

　
　
公
立
保
育
園
と
同
様
に
地
産
地
消
、
安

心
安
全
の
面
か
ら
地
元
産
の
使
用
割
合
を
多

く
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

民
間
保
育
園
の
特
性
を
生
か
し
て
添
加
物
の

多
い
も
の
を
避
け
た
り
、
手
づ
く
り
に
こ
だ

わ
っ
た
旬
の
食
材
を
使
用
し
、
食
育
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
園
も
あ
り
ま
す
。

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………
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広広報報平成平成２４２４年年２２月月１６１６日号日号 １１８８

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　
鈴
木
　
正
章
　
議
員

■問 ●答 

西
尾
市
民
病
院
の
改
善
に
つ
い
て

　
安
藤
　
好
実
　
議
員

地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

西尾市民病院

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 



　
　
「
公
契
約
条
例
」
と
は
、
自
治
体
の
工
事

や
委
託
契
約
で
事
業
に
従
事
す
る
者
の
賃
金

・
労
働
条
件
が
適
正
に
確
保
さ
れ
る
よ
う
に

義
務
付
け
る
制
度
で
、
も
っ
て
地
元
企
業
の

安
定
経
営
と
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
の

改
善
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
工
事
や
サ
ー

ビ
ス
の
「
質
」
を
確
保
し
、
地
域
の
賃
金
水

準
を
引
き
上
げ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
進

め
る
政
策
的
入
札
制
度
で
す
。

　
公
契
約
条
例
で
賃
金
・
労
働
条
件
な
ど
が

改
善
さ
れ
れ
ば
、
税
収
も
増
え
る
と
言
わ
れ

ま
す
が
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
労
働
者
へ
の
賃
金
が
増
え
れ
ば
、
増
収

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
雇
用
労
働
条
件
を
改
善
し
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
は
、
自
治
体
の

責
務
と
考
え
ま
す
が
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
雇
用
を
守
り
生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
は
自
治
体
の
責
務
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
公
契
約
条
例
制
定
に
向
け
て
、
市
の
考

え
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

　
　
県
、
近
隣
市
、
関
係
団
体
と
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

にしお

市議会だより

負
担
す
る
こ
と
は
財
政
状
況
か
ら
困
難
で
す
。

し
か
し
、
重
要
な
観
光
資
源
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
広
く
市
内
外
に
向
け
宣
伝
し
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
な
ど
に
協
力
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
平
成
　
年
夏
ま
で
に
、
県
は
方
針
を
決

２４

定
す
る
予
定
で
す
。
夏
ま
で
に
何
か
行
事
を

考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
平
成
　
年
５
月
に
愛
知
県
の
植
樹
祭
を

２４

開
催
す
る
予
定
が
あ
り
ま
す
。

　
　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
駅
伝
大
会
を
開
催
し

ま
せ
ん
か
。

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
県
と
話
し
合

い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
平
成
元
年
に
無
の
里
に
薄
墨
桜
が
移
植

さ
れ
、
近
年
、
観
光
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
桜
の
存
在
価
値

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
平
原
の
自
然
の
中
に
建
つ
合
掌
造
り
の

「
無
の
里
休
憩
所
」
と
薄
墨
桜
の
調
和
し
た

景
色
は
、
日
本
の
原
風
景
と
し
て
貴
重
な
観

光
資
源
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
桜
の
木
が
育
ち
、
旧
家
の
屋
根
に
覆
い

か
ぶ
さ
っ
て
い
ま
す
。
市
の
事
業
と
し
て
移

植
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
建
物
を
保
全
し
つ
つ
、
桜
と
建
物
の
調

和
し
た
景
観
も
配
慮
し
た
管
理
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　
　
制
定
に
向
け
て
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
重
要
で
す
が
、
市
長
の
考
え
を
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　
　
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
は
大
き
な
問
題
な
の

で
、
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
平
成
　
年
４
月
の
合
併
協
議
と
平
成
　

２２

２３

年
２
月
の
計
画
書
の
事
業
費
の
見
込
み
は
ど

の
よ
う
で
す
か
。

　
　
合
併
協
議
資
料
で
は
１
億
４
０
０
万
円

で
、
計
画
書
で
は
約
３
億
５
千
万
円
で
す
。

　
　
新
市
に
お
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

　
　
管
理
運
営
体
制
、
展
示
内
容
、
観
光
客

の
呼
び
込
み
、
技
術
継
承
団
体
の
育
成
な
ど

が
あ
り
、
他
に
販
売
用
の
塩
の
成
分
、
施
設

の
防
災
上
の
問
題
や
財
源
な
ど
で
す
。

　
　
不
要
不
急
な
事
業
は
行
わ
な
い
と
い
う

市
長
公
約
か
ら
考
え
て
、
市
長
の
考
え
は
ど

の
よ
う
で
す
か
。

　
　
検
討
委
員
会
で
し
っ
か
り
検
討
し
ま
す
。

　
　
燃
え
な
い
ご
み
と
埋
め
立
て
ご
み
を
区

１９ 平成平成２４２４年年２２月月１６１６日号日号広報

別
す
る
地
区
、
ま
た
、
青
袋
に
入
れ
て
出
す

方
法
と
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
方
法
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。
新
西
尾
市
で
は
今
後
ど
の
よ
う

に
統
一
し
ま
す
か
。

　
　
今
後
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
か
所
の

見
直
し
と
、
不
燃
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

検
討
し
、
統
一
が
で
き
る
よ
う
に
調
整
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
常
設
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
３
施
設
の
維

持
費
は
年
間
い
く
ら
で
す
か
。

　
　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
委
託
料
等
約
８
１

６
万
円
な
ど
で
す
。

　
　
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
年
間
運
営

費
は
、
い
く
ら
で
す
か
。
ま
た
、
４
か
所
を

１
か
所
ず
つ
順
番
に
埋
め
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
４
施
設
合
わ
せ
て
約
５
千
８
２
４
万
円

で
す
。
１
か
所
に
す
る
と
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
と
な
る
こ
と
か
ら
全
施
設
を
開
放
し

て
い
ま
す
。

　
　
有
害
な
金
属
を
取
り
除
く
キ
レ
ー
ト
剤

の
量
や
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

　
　
薬
剤
の
量
は
　
ト
ン
で
、
金
額
は
４
千

９３

３
０
０
万
円
で
す
。

　
　
現
状
で
は
存
続
が
難
し
い
と
改
善
を
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
市
の
対
応
は
ど
の

よ
う
で
す
か
。

　
　
施
設
の
一
部
移
管
及
び
維
持
管
理
費
を

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………………………………

「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」を
な
く
す

た
め
公
契
約
条
例
の
制
定
を

■問 ●答 

吉
良
町
の
塩
田
復
元
整
備
計
画
に
つ
い
て

　
牧
野
　
次
郎
　
議
員

愛
知
こ
ど
も
の
国
存
続
に
向
け
た

市
の
対
応
に
つ
い
て

　
永
山
　
英
人
　
議
員

無
の
里
薄
墨
桜
の
移
植
に
つ
い
て

■問 ●答 

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

■問 ●答 

■問 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ●答 

●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 ■問 ●答 

■問 
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広広報報平成平成２４２４年年２２月月１６１６日号日号 ２２００

　市の債権の管理の適正を期するため、新たに条例を制定

するものです。
★西尾市債権管理条例の制定について

　犯罪抑止などを目的として、安全なまちづくりに向けた

基本的な事項を定めるため、新たに条例を制定するもので

す。

★西尾市安全なまちづくり条例の制定について

　市民生活の安全確保などを目的として、社会全体で暴力

団排除を推進するための基本的な事項を定めるため、新た

に条例を制定するものです。

★西尾市暴力団排除条例の制定について

　基金の処分について拡大を図るため改正するものです。
★西尾市歴史民俗資料館建設基金に関する条例の

　一部を改正する条例の制定について

　国民健康保険事業の健全運営を図るため改正するもので

す。

★西尾市国民健康保険税条例の一部を改正する条

　例の制定について

　工事費等の滞納を防ぐため改正するものです。
★西尾市水道事業給水条例の一部を改正する条例

　の制定について

　障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障
害保健福祉施策を見直すまでの間において障害者等の地域
生活を支援するための関係法律の整備に関する法律の一部
の施行に伴う関係政令の整備に関する政令（平成２３年政令
第２９６号）が公布、施行されたことに伴い改正するものです。

★西尾市水防団員等公務災害補償条例の一部を改

　正する条例の制定について

　吉良恵比寿海岸駐車場の指定管理者を指定するためのも

のです。

★吉良恵比寿海岸駐車場の指定管理者の指定につ

　いて

　西尾市佐久島クラインガルテンの指定管理者を指定する

ためのものです。

★西尾市佐久島クラインガルテンの指定管理者の

　指定について

　宮崎漁港内施設の指定管理者を指定するためのものです。★宮崎漁港内施設の指定管理者の指定について

　西尾市ふれあい広場の指定管理者を指定するためのもの

です。

★ 西尾市ふれあい広場の指定管理者の指定につ

　いて

　愛知郡長久手町が平成２４年１月４日に市制を施行するこ

とにより、規約を変更する必要があるため、議会の議決に

付すものです。

★愛知県後期高齢者医療広域連合規約の変更につ
　いて

　一般会計（第５・６号）・国民健康保険特別会計（第３号）
・公共下水道事業特別会計（第４・５号）・農業集落排水事
業特別会計（第３号）・介護保険特別会計（第３・４号）・佐
久島診療所事業特別会計（第２号）・病院事業会計（第２号）
・水道事業会計（第１号）の補正予算です。

★平成２３年度１２月補正予算

１２月定例会で可決された議案
☆人権擁護委員に、石川始史氏と黒野慶子氏の２人を推薦することに同意しました。

　総務大臣、財務大臣★自動車関係諸税の抜本見直しについての意見書

■意見書
次の意見書を、関係行政庁に提出しました。

　給料月額の改定のため改正するものです。
★西尾市職員の給与に関する条例等の一部を改正す
る条例の制定について

■１１月臨時会で可決された議案
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■１２月定例会に出された陳情書

２１ 平成平成２４２４年年２２月月１６１６日号日号広報

■ホームページ（http：//www.city.nishio.aichi.jp/）で、本会議、委員会の会議録（質問者、回答者のすべての内容）が

　閲覧できます。

室

集

編

　
も
う
す
ぐ
３
月
　
日
が
や
っ
て
来
ま
す
。

１１

去
年
の
今
頃
、
誰
が
こ
の
悲
劇
を
予
想
し

た
で
し
ょ
う
か
。

　
東
日
本
を
襲
っ
た
大
災
害
は
、
多
く
の

方
々
の
幸
せ
を
奪
い
、
人
生
を
狂
わ
せ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
自
然
の
脅
威
の
前
で
は

人
間
の
営
み
が
如
何
に
儚
い
も
の
で
あ
る

か
を
噛
み
締
め
た
１
年
で
し
た
。

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
は
、
「
備
え
よ
常

に
」
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
が
あ
る
そ
う
で
す
。

天
災
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

備
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
今
一
度
、
地

域
社
会
全
体
で
「
備
え
」
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
る
べ
き
時
が
来
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
末
尾
と
な
り
ま
し
た
が
、
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
筆

を
擱
き
ま
す
。

議
会
テ
レ
ビ
中
継
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

放
送
日

３
月
１
日（
木
）（
２
月
　
日
施
政
方
針
演
説
）

２８

３
月
５
日（
月
）

（
２
月
　
日
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
）

２９

３
月
９
日（
金
）（
３
月
１
日
 一
般
質
問
）

３
月
　
日（
木
）（
３
月
５
日
 一
般
質
問
）

１５

３
月
　
日（
木
）（
３
月
６
日
 一
般
質
問
）

２２

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ「
キ
ャ
ッ
チ
」

デ
ジ
タ
ル
　

１
０
７
Ｃ
Ｈ
で
放
映

　【
放
送
開
始
時
間
】

２
月
　
日
の
施
政
方
針
演
説
は
、

２８

７
時
～
・
　
時
～
・
　
時
～

１２

１６

そ
の
他
は
、い
ず
れ
も
　
時
か
ら
で
す
。

１８

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
議
会
を
見
て
み
よ
う

　
西
尾
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
月
　
日
（
火
）本
　
会
　
議

２８

　（
施
政
方
針
演
説
・
当
初
予
算
を
除
く
議
案
上
程
）

　
　
　
日
（
水
）本
　
会
　
議

２９

　
　
　
　
　
（
施
政
方
針
に
対
す
る
質
問
）

３
月
１
日
（
木
）本
　
会
　
議
（
一
般
質
問
）

　
　
５
日
（
月
）本
　
会
　
議
（
一
般
質
問
）

　
　
６
日
（
火
）本
　
会
　
議
（
一
般
質
問
）

　
　
７
日
（
水
）本
会
議
（
当
初
予
算
上
程
）

　
　
９
日
（
金
）文

教

委

員

会

　
　
　
日
（
月
）厚

生

委

員

会

１２

　
　
　
日
（
火
）経

済

建

設

委

員

会

１３

　
　
　
日
（
水
）企

画

総

務

委

員

会

１４

　
　
　
日
（
金
）本
　

会
　

議

２３

　
　
開
会
時
間
は
午
前
　
時
で
す
。

１０

　
　
　
＊
本
会
議
は
議
場

　
　
　
＊
委
員
会
は
第
一
委
員
会
室

　
３
月
定
例
市
議
会

　
　
開
催
予
定
の
お
知
ら
せ

名古屋市熱田区沢下町９―７

愛知保育団体連絡協議会

会長　加藤哲雄

★「『子ども・子育て新システム』に反対する意

見書」提出を求める陳情書

名古屋市熱田区沢下町９―７

愛知自治体キャラバン実行委員会

代表者　徳田　秋

★介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ

いての陳情書（企画総務委員会関係分）

名古屋市熱田区沢下町９―７

愛知自治体キャラバン実行委員会

代表者　徳田　秋

★介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につ

いての陳情書（厚生委員会関係分）

西尾市伊文町２２番地

高須基雄

★「緊急事態基本法」の制定を求める意見書提出

を求める陳情書

名古屋市中区三の丸２丁目５―１
国土交通労働組合中部地方協議会
議長　杉本忠久　他２団体

★住民の安心・安全を支える行政サービスの充実

を求める陳情書

岡崎市上和田町南屋敷１７

愛知の教育を考える会

事務局長　杉田謙一　他２人

★自衛隊等の大震災救助活動に対して感謝の決議

を要望する陳情書

岡崎市上和田町南屋敷１７

愛知の教育を考える会

事務局長　杉田謙一

★東日本大震災発生の日に全官庁施設に半旗掲揚

を求める意見書の提出を求める陳情書

不採択
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編
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幡豆地区

幡豆 い き い き セ ン タ ー

吉良地区

吉良保健センター

一色地区

一色健康センター

西尾地区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

■対 ２３年３月１日～１５日生……■日 ３月１日昭
■対 ２３年３月１６日～３１日生……■日 ３月８日昭
■受 午後１時～１時１５分　　　　　　　　　
※場所…吉良保健センター　　　　　　　

■対 ２３年３月１日～１６日生…■日 ３月１日昭
■対 ２３年３月１７日～３１日生…■日 ３月８日昭
■受 午後１時～２時

１歳児育児相談
■内 育児・歯科相談　■持 母子健康手
帳、受診票、歯ブラシ

■対 生後４か月まで
のお子さん
■日 ３月２９日昭
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後４か月まで
のお子さん
■日 ３月２９日昭
■受 午後１時３０分～
３時

■対 生後４か月まで
のお子さん
■日 ３月２９日昭
■受 午後１時３０分～
３時

■対 生後４か月までのお子さん
■日 ３月５日捷・２２日昭
■受 午後２時～４時

おめでとう相談
■内 母乳・育児相談など
■持 母子健康手帳、バスタオル

■対 生後５か月～１
歳未満のお子さん
■日 ３月２９日昭
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後５か月～１
歳未満のお子さん
■日 ３月２９日昭
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後５か月～１
歳未満のお子さん
■日 ３月２９日昭
■受 午前９時３０分～
１１時

■対 生後５か月～１歳未満のお子さん
■日 ３月１５日昭
■受 午前９時３０分～１１時３０分

赤ちゃんひろば
■内 親子遊びや育児の話、育児相談
■持 母子健康手帳、バスタオル

■日 ３月１６日晶
■受 午前９時３０分～
１１時

■日 ３月５日捷
■受 午後１時３０分～
２時３０分

■日 ３月９日晶
■受 午前９時３０分～
１１時

■日 ３月１９日捷
■受 午後１時３０分～２時３０分
※医師による健康相談は午後２時から

健康相談

▼育児相談…■内 乳幼児の発達や育
児の悩み　■持 母子健康手帳　 ▼一
般相談…■内 健康や栄養など全般

●ふたごの母の会　　　　　　　　
■対 多胎児の親子、多胎妊娠中の妊婦
■日 ３月１２日捷　　　　　　　　　　
■受 午前１０時～正午　　　　　　　　
■持 昼食または昼食代（ ４ ０ ０ 円程度）
※場所…吉良保健センター　　　　

●さくらんぼクラブ
■対 多胎児の親子、多胎妊娠中の妊婦
■日 ３月２７日昇
■受 午前１０時～１１時３０分

多胎児の会
■内 育児相談や母親同士の交流など
■申 初めての方は電話で各問合先へ
（地区に関係なく参加可）

■対 就園前のお子さんとその祖父母
■日 ３月２６日捷　　　　　　　　　
■受 午前１０時～正午　　　　　　　
■持 昼食代（ ４ ０ ０ 円程度）　　　　
※場所…吉良保健センター　　　

祖父母会
■内 孫の育児をしている祖父母の交
流、孫との遊び、育児相談
■申 初めての方は電話で吉良保健セ
ンターへ

■日 月曜日～金曜日（祝日を除く）　　　
■受 午前８時３０分～正午、午後４時～５時
※場所…吉良保健センター　　　　　　

■日 月曜日～金曜日（祝日を除く）
■受 午前８時３０分～正午、午後４時～５時

保健相談
■内 健康に関することの相談全般

■日 月曜日～金曜日（祝日を除く）　　
■受 午前８時３０分～午後５時。ただし、
妊婦相談は正午まで。　　　　　　　
※場所…吉良保健センター　　　　　

■日 月曜日～金曜日（祝日を除く）
■受 午前８時３０分～午後５時。ただし、妊
婦相談は正午まで。

母子健康手帳交付と
妊婦相談
■内 母子健康手帳の交付と妊娠中の
相談全般　■持 妊娠届出書

●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。※一部地区を除く。
●受けられない場合は、各地区のセンターにお問い合わせください。
●１歳児育児相談、おめでとう相談、赤ちゃんひろば、健康相談は申し込み不要です。

■対 対象　■日 日時
■受 受付時間　■内 内容
■持 持ち物　■申 申込方法
■そ そのほか

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病
院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ

市
民
病
院
だ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
 供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供

　
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て

　
　
　
が
ん
性
 疼
  痛
 看
護
認
定
看
護
師

と
う
 つ
う

西
村
　
か
お
り

　
が
ん
な
ど
の

病
気
に
か
か
っ

た
人
が
、
最
期

ま
で
そ
の
人
ら

し
く
過
ご
せ
る

よ
う
に
援
助
し

て
い
く
こ
と
を
「
緩
和
ケ
ア
」
と
い
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
治
療
の
手
立
て
が
な
く
な
っ
た

時
に
「
い
よ
い
よ
緩
和
ケ
ア
を
」
と
い
う
考

え
方
で
し
た
が
、
現
在
は
病
名
の
告
知
を
受

け
た
そ
の
時
か
ら
始
ま
り
、
治
療
と
並
行
し

て
行
わ
れ
ま
す
。
闘
病
中
は
、
病
気
に
よ
る

身
体
的
な
苦
痛
、
治
療
に
伴
う
不
安
、
病
気

に
よ
る
生
活
の
変
化
な
ど
に
よ
り
普
段
は
経

験
す
る
こ
と
の
な
い
心
の
痛
み
を
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
心
と
体
の
苦

痛
を
和
ら
げ
て
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
医
師
や
看
護
師
、
薬
剤
師
、
臨
床
心
理

士
、
そ
の
他
多
く
の
職
種
の
人
た
ち
が
連
携

し
て
情
報
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
生
か

し
、
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
最
も
良
い
方
法
を

考
え
て
援
助
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
い
つ
か
迎
え
る
最
期
を
、
自
分
ら
し
く
過

ご
し
た
い
と
誰
も
が
願
っ
て
い
ま
す
。
「
死
」

や
「
 看
  取
 り
」
に
つ
い
て
、
家
庭
や
地
域
で

み
 
と

話
す
機
会
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
市
民
病
院
看
護
部
（
緯
　
・
３
１

５６

７
１
）
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●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。※一部地区を除く。
●都合により受けられない場合は、１週間前までに各問合先に連絡してください。
●１歳６か月児・２歳児歯科・３歳児健診の際、希望者にはフッ素塗布を実施します。
●事前に配布した各健診問診票は記入してきてください。お持ちでない方は連絡してください。

幡 豆 地 区

幡 豆い き い き セ ン タ ー

吉 良 地 区

吉良保健センター

一 色 地 区

一色健康センター

西 尾 地 区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

■対 ２３年１１月生　　　　　　
■日 ３月２８日昌　　　　　　
■受 午後１時～１時１０分　　
■そ 離乳食教室（前期）も実
　施します　　　　　　　
※場所…吉良保健センター

■対 ２３年１１月生
■日 ３月７日昌
■受 午後１時～１時
１０分
■そ 離乳食教室（前
期）も実施します

■対 ２３年１１月１日～８日生…■日 ３月２日晶
■対 ２３年１１月９日～１８日生…■日 ３月９日晶
■対 ２３年１１月１９日～３０日生…■日 ３月１６日晶
■受 午後１時～１時３０分
※第１子のお子さんは午後１時１５分まで
にお越しください。

４か月児健診

■持 母子健康手帳、受診票、バスタ
オル１枚、替えのおむつ

■対 ２２年６・７月生
■日 ３月１６日晶
■受 午後１時～２時
※変更になりまし
た。

■対 ２２年６・７月生
■日 ３月２７日昇
■受 午後１時～２時
※変更になりまし
た。

※３月は実施しま
せん。

■対 ２２年７月１日～１０日生…■日 ３月７日昌
■対 ２２年７月１１日～２１日生…■日 ３月１４日昌
■対 ２２年７月２２日～３１日生…■日 ３月２１日昌
■受 午後１時～２時

１歳６か月児健診

■持 母子健康手帳、受診票、歯ブラ
シ、替えのおむつ

■対 ①２１年６・７月
生　②２１年１２月生、
２２年１月生
■日 ３月６日昇
■受 ①午後１時３０分
～２時　②午後１
時～１時３０分

■対 ①２１年７月生
　②２２年１月生
■日 ３月２６日捷
■受 ①午後１時３０分
～２時　②午後１
時～１時３０分

■対 ①２１年７月生
　②２２年１月生
■日 ３月９日晶
■受 ①午後１時３０分
～２時　②午後１
時～１時３０分

■対 ①２１年７月１日～１５日生
　②２１年７月１６日～３１日生
　③２２年１月１日～１５日生
　④２２年１月１６日～３１日生
■日 ①②３月１２日捷　③④３月２６日捷
■受 ①③午後１時～２時　②④午後１時３０
分～２時３０分

２歳児歯科健診

■持 母子健康手帳、問診票、歯ブラ
シ、替えのおむつ

※３月は実施しま
せん。

■対 ２０年１１月生
■日 ３月２３日晶
■受 午後０時５０分～
１時３０分

■対 ２０年１１月生
■日 ３月１３日昇
■受 午後０時５０分～
１時３０分

■対 ２０年１１月生
■日 ３月６日昇・１３日昇・２７日昇
■受 午後０時５０分～２時

３歳児健診

■持 母子健康手帳、受診票、目と耳
のアンケート、歯ブラシ　

■対 妊婦、産婦（産後１年以内）
■日 ３月５日捷　　　　　　　　
■受 午後１時３０分～２時３０分　　
※場所…吉良保健センター　　

■対 妊婦、産婦（産後１年以内）
■日 ３月１９日捷
■受 午後１時３０分～２時３０分

妊産婦歯科健診

■持 母子健康手帳、歯ブラシ
■そ マタニティ講座参加者は、午後
１時１５分までにお越しください

一色・吉良・幡豆地区

吉良保健センター

西 尾 地 区

西尾市保健センター
地  区  名 ・ 場  所

■対 妊婦
①講座Ｃ…■日 ３月５日捷　■受 午後１時４５分～２時
②講座Ｄ…■日 ３月１３日昇　■受 午前９時４５分～１０時
■申 事前申し込み不要。

■対 妊婦
①講座Ｃ…■日 ３月１９日捷　■受 午後１時４５分～２時
②講座Ｄ…■日 ３月２８日昌　■受 午前９時４５分～１０時
■申 事前申し込み不要。

マタニティ講座
■内 講座Ｃ…産後の生活・育児、講
座Ｄ…母乳・分娩　

■対 生後３～４か月児の保護者……４か月児健診日
■対 ２３年８月生まれのお子さんの保護者……………
　………………………………………■日 ３月２２日昭
■受 午前９時３０分～９時５０分
■申 ４か月児健診で申し込みください。健診日以降
は電話で吉良保健センターへ。

■対 生後４～５か月児の保護者………■日 ３月７日昌
■対 生後６～８か月児の保護者………■日 ３月２１日昌
■受 午前９時３０分～１０時
■申 教室開催日の前週の金曜日までに、電話で西尾
市保健センターへ。

離乳食教室
■内 離乳食についての話

◆地区の割り振り

西尾地区…旧西尾市にお住まいの方

一色地区…一色町にお住まいの方
吉良地区…吉良町にお住まいの方
幡豆地区…東幡豆町、西幡豆町、寺部町、鳥羽町にお住まいの方

●お住まいの地区に該当するセンターで受けてください。
●母子健康手帳を必ず持参してください。

３
Guia de saúde e Puericultura

２３ 平成２４年２月１６日号広報



平成２４年２月１６日号 広報 ２４

場所…吉良保健センター◆吉良地区
そ の 他対 象 ・ 期 日 な ど予 防 接 種 名

６か月未満で接種が済んでいない子は、
各問合先へ連絡してください。

　■対 ２３年１１月１６日～１２月１５日生まれ……………３月２１日昌ＢＣＧ

７歳半未満で接種が済んでいない子は、
各問合先へ連絡してください。

①第１期初回
　■対 ２３年６月～８月生まれ（３回目）…………３月７日昌
②第１期追加
　■対 ２２年６月生まれ………………………………３月７日昌

ジフ テ リ ア ・ 百日せ き
・ 破 傷 風 混 合

７歳半未満で接種が済んでいない子は、
各問合先へ連絡してください。

　■対 ２３年３月～４月生まれ（２回目）…………３月６日昇
　■対 ２３年５月～６月生まれ（１回目）…………３月１４日昌

ポリオ（急性灰白髄炎）

※平成２３年度は終了しました。日本脳炎（１期）

場所…幡豆いきいきセンター◆幡豆地区
そ の 他対 象 ・ 期 日 な ど予 防 接 種 名

※３月は実施しません。ＢＣＧ

７歳半未満で接種が済んでいない子は、
各問合先へ連絡してください。

①第１期初回
　■対 ２３年３月～８月生まれ（３回目）…………３月５日捷
②第１期追加
　■対 ２２年４月～６月生まれ………………………３月５日捷

ジフ テ リ ア ・ 百日せ き
・ 破 傷 風 混 合

７歳半未満で接種が済んでいない子は、
各問合先へ連絡してください。

　■対 ２３年２月～４月生まれ（２回目）…………３月１３日昇
　■対 ２３年５月～６月生まれ（１回目）…………３月１３日昇

ポリオ（急性灰白髄炎）

※平成２３年度は終了しました。日本脳炎（１期）

■対 対象　■受 受付時間
■持 持ち物　■注 注意　
■費 費用　■そ そのほか

場所…指定医療機関◆全地区
対 象 ・ そ の 他予 防 接 種 名

■対 ２３年２月生まれ

■そ 対象者には１歳の誕生日前後に予診票と個別接種依頼書をお渡しします。指定医療機関へ予約を

して期限内に接種してください。対象以前に生まれた２歳未満の子で予診票などを持っていない

方は、各問合先へ連絡してください。

麻しん風しん混合
（１期）

①第２期…■対 １７年４月２日～１８年４月１日生まれ（年長児相当）

②第３期…■対 １０年４月２日～１１年４月１日生まれ（中学１年生）

③第４期…■対 ５年４月２日～６年４月１日生まれ（高校３年生相当）

■そ 対象者には予診票と個別接種依頼書を５月に郵送しました。今年度１回接種が済んでいない方は、

指定医療機関へ予約をして期限内に接種してください。予診票が届かない方は各問合先へ連絡し

てください。６年４月２日～７年４月１日生まれ（高校２年生相当）で学校行事などで海外に渡

航するなど理由がある方は第４期を接種できます。希望する方は各問合先へ連絡してください。

麻しん風しん混合
（２・３・４期）

■対 １１年４月２日～１２年４月１日生まれ（小学６年生）

■そ 対象者には予診票と個別接種依頼書を５月に郵送しました。今年度１回接種が済んでいない方は、

指定医療機関へ予約をして期限内に接種してください。予診票が届かない方は各問合先へ連絡し

てください。

ジフテリア・破傷風
混合（２期）



３

２５ 平成２４年２月１６日号広報

◆地区の割り振り

西尾地区…旧西尾市にお住まいの方
一色地区…一色町にお住まいの方
吉良地区…吉良町にお住まいの方

幡豆地区…東幡豆町、西幡豆町、寺部町、鳥羽町にお住まいの方
全地区……市内にお住まいの方　　　　　　　　

　お住まいの地区のセンターで予防
接種を受けてください。都合により
受けられない場合は、１週間前まで
に各問合先に連絡してください。
■受 午後１時５５分～２時４０分
　※番号札は午後１時から配布。
■持 母子健康手帳、予診票
■注 ①予防接種手帳の中の該当する予
防接種の予診票に記入の上、持参
してください（検温は会場で行い
ます）　②母子健康手帳を忘れた

場合は接種できません　③「予防
接種と子どもの健康」をよく読ん
で受けてください　④転入者は各
地区のセンターにお問い合わせく
ださい。
■費 無料
■そ はしか、水ぼうそう、とびひ、水
いぼなどの感染症や発熱中のお子
さんは、ほかのお子さんに感染す
る恐れがありますので、健診や予
防接種を受けることができません。

Guia de Vacina Preventiva

場所…西尾市保健センター◆西尾地区
そ の 他対 象 ・ 期 日 な ど予 防 接 種 名

６か月未満で接種が済んでいない子は、
各問合先へ連絡してください。

　■対 ２３年１１月１６日～１１月３０日生まれ……………３月７日昌
　■対 ２３年１２月１日～１２月１５日生まれ……………３月２１日昌ＢＣＧ

７歳半未満で接種が済んでいない子は、
各問合先へ連絡してください。

①第１期初回
　■対 ２３年７月生まれ（３回目）…………………３月１３日昇
　■対 ２３年８月生まれ（３回目）…………………３月１９日捷
②第１期追加
　■対 ２２年６月生まれ………………………………３月１６日晶

ジフ テ リ ア ・ 百日せ き
・ 破 傷 風 混 合

７歳半未満で接種が済んでいない子は、
各問合先へ連絡してください。

　■対 指定日に受けられなかった子………………３月２日晶
　■対 ２３年３月生まれ（２回目）…………………３月５日捷
　■対 23年４月生まれ（２回目）…………………３月９日晶
　■対 23年５月生まれ（１回目）…………………３月１５日昭
　■対 ２３年６月生まれ（１回目）…………………３月２２日昭

ポリオ（急性灰白髄炎）

※平成２３年度は終了しました。日本脳炎（１期）

場所…一色健康センター◆一色地区
そ の 他対 象 ・ 期 日 な ど予 防 接 種 名

６か月未満で接種が済んでいない子は、
各問合先へ連絡してください。

　■対 ２３年１１月１６日～１２月１５日生まれ……………３月２２日昭ＢＣＧ

７歳半未満で接種が済んでいない子は、
各問合先へ連絡してください。

①第１期初回
　■対 ２３年６月～８月生まれ（３回目）…………３月１６日晶
②第１期追加
　■対 ２２年６月生まれ………………………………３月１６日晶

ジフ テ リ ア ・ 百日せ き
・ 破 傷 風 混 合

７歳半未満で接種が済んでいない子は、
各問合先へ連絡してください。

　■対 ２３年３月～４月生まれ（２回目）…………３月２６日捷
　■対 ２３年５月～６月生まれ（１回目）…………３月２６日捷ポリオ（急性灰白髄炎）

※平成２３年度は終了しました。日本脳炎（１期）



※西尾警察署の「困りごと相談緯５７・０１１０」や名古屋法務局西尾支局の「人権相談緯５７・２６２２（毎週水曜日・木曜日、午前１０時～午後４時）」、
　西三河県民生活プラザの「法律相談緯０５６４・２７・０８００（西三河総合庁舎１階、毎週水曜日、午後１時～３時、要予約）」もご利用ください。

●●相談は全て無料です。相談日が祝日と重なった場合は原則としてお休みです相談は全て無料です。相談日が祝日と重なった場合は原則としてお休みです。。
●問合先に電話番号の記載のないものは西尾市役所●問合先に電話番号の記載のないものは西尾市役所（（緯緯５６・２１１１５６・２１１１）へ。）へ。
●市役所●市役所のの市民課市民課・収納課・子ども課・・収納課・子ども課・福福祉課には祉課にはポルトガル語を話せる職ポルトガル語を話せる職員員（臨（臨
時職員時職員））がいますがいます。。３３

問   合   先主　な　相　談　内　容場　所日　　　  時相　 談

保険年金課国民年金担
当

厚生年金・国民年金について。※受け
付け状況により、相談時間終了前でも
受け付けを終了する場合があります。

市役所５３ Ａ Ｂ Ｃ 会議室

市役所多目的室 Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

吉良支所第１会議室

市役所多目的室 Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

午前１０時～正午
午後１時～３時
※受け付けは午前８時
３０分から。

３月８日昭

　・１６日晶

　・２１日昌

　・２７日昇

年金相年金相談談

企画政策課行政評価委
員会

市施策で申立人の利害に関する苦情市役所１１相談室午後１時３０分～３時３月５日捷・１９日捷行政評価苦行政評価苦情情申立申立

商 工 観 光 課 商 工 観 光 担 当
悪質商法や消費者トラブル、多重債務
問題。※電話相談 可。多重債務問題は
面談のみ 。

市役所１１相談室
午前９時～正午

午後１時～４時

毎週月曜日

毎週木曜日
消費生活相消費生活相談談

商 工 観 光 課 商 工 観 光 担 当労働条件、解雇、賃金などの労働問題市役所１１相談室午後１時～４時３月２７日昇労働相労働相談談

市民課窓口担当土地などの売買や相続など市役所１１相談室午後１時～４時３月１４日昌登記相登記相談談

市民課窓口担当

法律が関係する困りごと。※予約制で
①は１０人まで、②～⑤は各５人まで。
予約は２月１６日昭から市民課窓口担当
へ。

市役所１１相談室

寺 津ふ れ あ い セ ン タ ー

一色支所第１会議室

幡豆支所第２会議室

吉良支所第１会議室

午 前 ９ 時 ３ ０ 分 ～ 午後 ４ 時

午後１時３０分～４時

午前９時３０分～正午

午後１時３０分～４時

午後１時３０分～４時

①３月１３日昇

②　・１７日松

③　・２１日昌

④　・２１日昌

⑤　・２８日昌

市民特別法律相市民特別法律相談談

市民課窓口担当行政全般に対する苦情や要望市役所１１相談室午前１０時～正午３月９日晶行政相行政相談談

市民協働課コミュニテ
ィ推進担当

スペイン語、ポルトガル語による生活
上、行政上の相談市役所１１相談室午後１時～４時３月２日晶・１６日晶外国人相談 外  国  人  相  談 

がいこくじんそうだがい こく じん そう だんん

西尾市 保健 セ ン タ ー（緯
５７ ・０６６１）、 吉 良 保 健 セ 
ン ター（緯３ ２ ・ ３００ １ ）

心の悩みを抱える方やその家族からの
相談。※予約制。予約は電話で各問合
先か福祉課へ。

市役所１１相談室

幡豆支所第１会議室
午後１時～４時

３月１２日捷

　・２３日晶
こころの健康相こ こ ろ の健康相談談

家庭児童支援課要保護
児童担当（緯５６・３１１３）

就園前のお子さんの発達や、育児全般、
児童虐待について。※面接相談可。

市役所家庭児童支援
課

午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日育児・虐育児・虐待待相談相談

家庭児童支援課ＤＶ相
談担当（緯５６・３１１３）

配偶者などからの暴力に関する相談。
※面接相談可。

市役所家庭児童支援
課

午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日ＤＶ相ＤＶ相談談

収納課徴収担当市 税 の 納 税 に 関 す る 相 談 （ 夜 間 ） 。納 税 も 可市役所収納課午後６時～８時３月２１日昌市税夜間納税市税夜間納税相相談談

収納課徴収担当市税の納税に関する相談。納税も可市役所行政情報ｺーﾅー午後１時～５時３月２５日掌市税納税相市税納税相談談

保険年金課国民健康保
険担当

複数の消費者金融から借り入れをして
いる人のための返済に関すること

市役所１４相談室午後１時～４時３月２５日掌多重債務相多重債務相談談

市民課窓口担当
いじめ、嫌がらせ、虐待、差別、セク
ハラ、ＤＶなどの日常生活における心
配ごとや悩みごと

吉良保健センター

一色支所第１会議室

幡豆い き い き セ ン タ ー

総合福祉ｾﾝﾀー相談室

午後１時３０分～４時　
※受け付けは午後 ３時
３０分まで。

３月２日晶

　・９日晶

　・１６日晶

　・１７日松

人権相人権相談談

家庭児童支援課児童相
談担当（緯５６・０３２４）

児童の性格や家族関係、学校生活など
の電話・面接相談（予約も可）。

総合福祉ｾﾝﾀー相談室
午前９時３０分～午後４時
※土曜日は正午まで。

日曜日・祝日を除く
毎日

児童相児童相談談

西三河福祉相談センタ
ー（緯０５６４・２７・２７７９）

療育手帳の新規交付・再判定に関する
こと。事前に予約が必要 

吉良保健センター

総合福祉ｾﾝﾀー相談室
午前１０時～午後３時

３月１日昭

　・８日昭
お子さん巡回相お子さん巡回相談談

西三河福祉相談センタ
ー（緯０５６４・２７・２７１９）

母子家庭の母親の就業に関すること総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前１０時～正午３月７日昌就業相就業相談談

総合福祉センター
（緯５６・５９００）

母子家庭の困りごとや自立生活に関す
ること

総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前１０時～午後４時３０分毎週月・火・木曜日母子家庭相母子家庭相談談

福祉課社会福祉担当内職の紹介と事業所の登録総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前１０時～午後３時毎週金曜日内職相内職相談談

福祉課障害者福祉担当知的障害者と家族の困りごと総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前９時～正午毎月第２水曜日知的障害者相知的障害者相談談

福祉課障害者福祉担当身体障害者と家族の困りごと総合福祉ｾﾝﾀー相談室午前９時～正午毎月第１・第４月曜日身体障害者相身体障害者相談談

市社会福祉協議会総務
課（緯５６・５９００）

結婚相手の紹介。※申込金 ５ ０ ０ 円と写
真２枚が必要。

総合福祉ｾﾝﾀー相談室午後１時～３時
毎週火曜日と毎月第
１・第３日曜日

結婚相結婚相談談

児童・生徒 支援 セ ン タ ー
（緯５７・０５５５

／緯７３・４５７２）

児童・生徒の心配ごとや小学校入学に
関する悩みごとなど。※面接相談可。

働く婦人の家
／一色健康センター

午前９時～午後５時
／午前９時～午後４時

毎週月～金曜日
児児童童・・生生徒徒
心配ごと相心配ごと相談談

子育て支援センター
（緯５７・2602）

就学前のお子さんのしつけ、生活習慣、
心配ごとなど

子育て支援センター
（八ツ面保育園内）

午前８時３０分～午後５時毎週月～金曜日育児相育児相談談

広広報報平平成成２２４４年年２２月月１１６６日日号号 ２２６６

○

○

○

Dias 2 e 16 de março
(sexta-feira)

○



《このコーナーに掲載する記事を募集》申し込みは所定の投稿用紙に必要事項を記入の上、掲載を希望する号の前月の１０日までに、直接または

ファクスで情報課広報担当（胃５７・１３１３）へ。投稿用紙は同担当に用意。また、市のホームページからもダウンロードできます。ただし、紙面

の都合により掲載できない場合もあります。営利目的や政治・宗教関係、特定の人や団体のみを対象とした記事などはお断りします。

２７ 平成２４年２月１６日号広報

　このコーナーの内容は市民の皆さんなどからの原稿を基に作
成しています。費用が無料のもの、どなたでも参加できるもの、
申し込み期限などの期日の定めがないものは、金額、対象者、
期日を記載していません。紙面の都合で全てをお伝えできませ
んので詳細については各記事の問合先に確認してください。

多言語下で育つ小学生のための　
宿題支援教室ボランティアを募集

▼対象／１８歳以上の方（外国語は話せな

くても結構です） ▼日時／毎週土曜日　

午前９時～１１時３０分 ▼場所／県営小島住

宅集会所 ▼内容／宿題の支援や料理、工

作などで遊びます。 ▼募集人員／３、４

人 ▼交通費／３回参加で １ ，０ ０ ０ 円支給 ▼

申込・問合先／電話またはＥメールで川

上（緯５７・３５１９／死 nak a n ogou-3@k a t c h

. n e . j p／中原町）へ。※Ｅメールは「ボ

ランティア募集の件」と記載ください。

募集

シャンソン発表会と青山桂子ミニライブ

▼日時／３月２３日晶午後１時～４時 ▼場

所／昭林公民館（安城市安城町） ▼定員

／ １ ５ ９ 人 ▼問合先／西尾シャンソンサー

クル　国井（緯０５６６・９９・４４７３／安城市

小川町）

催し

福祉囲碁大会

▼対象／市内在住または在勤の方 ▼日時

／２月２５日松午前９時３０分～午後５時 ▼

場所／総合福祉センター第５集会室（３

階） ▼参加料／ １ ，０ ０ ０ 円（食事代を含む）

▼申込方法／２月２３日昭までに、参加料

を添えて直接総合福祉センター遊湯広場

鈴木または青山へ。 ▼問合先／鈴木（緯

５９・８５４０／寺津町）

催し

スポーツ 吹  矢 教室
ふき や

▼日時／２月２４日、３月９日・１６日・２３

日、４月１３日・２７日の各金曜日　全６回

午前９時３０分～１１時３０分 ▼場所／中央体

育館 ▼定員／３０人 ▼費用／ ３ ，０ ０ ０ 円 ▼申

込・問合先／２月２２日昌までに電話で愛

知県スポーツ吹矢協会　鈴木（緯０５６６・

４１・４６２３／碧南市石橋町）へ。

催し

講演会「高齢者のこころの健康」

▼日時／２月２６日掌午後２時開演 ▼場所

／総合福祉センターふれあいホール（４

階） ▼講師／日本老年医学会専門医　小

林宏氏 ▼問合先／ＮＰＯ法人ハートネッ

ト西尾事務局（緯５５・００７１）

催し

第７回 童 
わらべ

 曾 書道展
かい

▼日時／３月１６日晶～１８日掌午前９時～

午後６時 ▼場所／文化会館 ２ ０ １ ～ ２ ０ ３ 会

議室（２階） ▼問合先／波切（緯５２・３２

６８／室町）

催し

女性社会起業家養成講座ｉｎ西尾

▼対象／女性 ▼日時／２月２６日掌～７月

８日掌の毎月第２・４日曜日　全１０回　

午前１０時～正午 ▼場所／市民活動センタ

ー集会室（２階） ▼内容／女性の視点で

地域課題を抽出し、事業を立ち上げ、受

講生自ら事業を運営する体験を通して知

恵を習得します。 ▼定員／２４人 ▼参加料

／ ８ ，０ ０ ０ 円 ▼申込・問合先／２月２３日昭

までに電話またはファクス、Ｅメールで

ＮＰＯ法人ＮＰＯママネット新規事業部

榊原（緯 ０ ９ ０ ・４８５１・６００８／胃５７・５６６６

／死sakakibara @ 0563 . net）へ。

講座

千人委員会友の会「講演会」

▼日時／３月２４日松午後１時３０分～３時

▼場所／総合福祉センター第６集会室　

（４階） ▼演題／鳥羽の火祭りについて

▼定員／６０人 ▼講師／幡豆歴史民俗資料

館館長　伴野義広氏 ▼その他／新会員募

集中（年会費 １ ，０ ０ ０ 円） ▼問合先／野田

（緯５７・３１８５／今川町）

催し

音楽と演芸で、防災を考える集い衛

▼対象／防災に興味のある方 ▼日時／３

月１１日掌午後１時３０分～３時３０分 ▼場所

／総合福祉センターふれあいホール（４

階） ▼内容／音楽と演芸を交え楽しく防

災について考えます ▼定員／約 ２ ０ ０ 人 ▼

申込・問合先／３月１０日松午後５時まで

に、代表者氏名と参加人数を電話または

ファクスで、ＮＰＯ災害対策Ｓ＆Ａ　道

久（緯 ０ ９ ０ ・２９３９・２６４５／胃５７・７９７４／

上町）へ。

催し

小草池周辺竹林整備ボランティアを募集

▼日時／３月１７日松午前９時集合 ▼集合

場所／ネイチャーセンター（いきものふ

れあいの里内） ▼内容／竹を間伐し、竹

チップを作ります。 ▼持ち物など／長袖、

長ズボンで汚れてもよい服装、軍手、の

こぎり（貸し出し有り）、タオル、飲み

物 ▼申込・問合先／３月１４日昌までに住

所、氏名、連絡先を電話またはファクス

で、にしお環境市民塾　石崎（緯 ０ ９ ０ ・

３５６９・７６４５／胃５２・４４１７／花蔵寺町）へ。

募集
地元手織り三河木綿保存会に入
会しませんか

▼日時／毎週水曜日　午前１０時～午後４

時 ▼内容／手織り三河木綿（草木染）を

作ります。 ▼費用／入会費＝１万円、月

会費＝ ８ ，０ ０ ０ 円 ▼その他／体験や見学も

できます。 ▼場所、申込・問合先／直接

手織り三河木綿西尾工房（緯５６・９０７５／

須田町）へ。

募集

チャリティーヨガｉｎホワイトウェイブ２１

▼日時／３月１１日掌午前１０時１５分～１１時

４５分 ▼場所／ホワイトウェイブ２１大広間

（２階） ▼定員／１０人（先着順） ▼費用

／ １ ，０ ０ ０ 円（諸費用以外は東日本大震災

の義援金） ▼申込・問合先／電話または

Ｅメールで榊原（緯 ０ ９ ０ ・６１１２・４７３４／

死 kaoruyoga @ yahoo.co . jp ／桜木町）へ。

催し

国際ソロプチミスト西尾　　　
フラダンスチャリティー公演

▼日時／３月４日掌午後２時開演 ▼場所

／文化会館小ホール ▼入場料／ １ ，５ ０ ０ 円

（全席自由。収益金は市教育委員会など

へ寄付、および東日本大震災の義援金）

▼チケット販売所／西尾商工会議所、ジ

ャックス（文化会館内）、おしろタウン

・シャオのインフォメーション ▼問合先

／本田（緯 ０ ９ ０ ・２１８０・４３１８／丁田町）

催し



　一色マラソン大会取材中のこと。スタート地点で撮影してから一色

大橋まで行こうとすると、想像以上に距離があったのでダッシュで向

かいました。汗だくになりながら橋の上で写真を撮り、ゴール付近に

戻ったところ私物を落としたのに気付き、再度来た道を走って戻りな

がら探索。私物は橋の中ほどで発見し、結局同じ距離を２往復ダッシ

ュする羽目になりました。携帯電話の機能で大会中の移動距離を確認

すると６灼超。来年は絶対に自転車を使おうと決意しました。（がき）

[編集・発行]

〒445-8501

愛知県西尾市寄住町下田22

西尾市企画部情報課

緯０５６３・56・2111　胃５７・1313
Ｕ Ｒ Ｌ （ パソ コン ） h tt p:/ / www. city. nishio . aichi .jp/

　        （ 携帯電話） h tt p:/ / www. city. nishio . aichi .jp/mob/

E-mail　 nishio@city.nishio.lg.jp

●広報にしおは再生紙を使用しています。

●内科・小児科

　受付時間　午前８時４５分～１１時３０分

　　　　　　午後１時～４時３０分

　診療時間　午前９時～正午

　　　　　　午後１時～５時

●歯科

　受付時間　午前８時４５分～１１時３０分

　診療時間　午前９時～正午

西尾市休日診療所　緯５５・０８００
熊味町小松島１２（西尾市保健センター西隣）

●休日・時間外の相談

▼救急医療情報センター（緯５４・１１３３）…２４時間対応で相談
・受診可能な医療機関を紹介します。

▼小児救急電話相談（緯♯８０００、緯０５２・２６３・９９０９）…夜間、
子どもの急病について相談に応じます。
※松掌抄の午後７時～１１時。

◆持ち物　健康保険証、医療費受給者証、診療費など

３
診療時間：午前９時～正午、午後１時～5時在宅当番医

（菱池町）
平成２２年８月生まれ

阿知波  璃  人 くん
り と

いつも元気いっぱい優
しいりとくん♪家族み
んなの宝物だよ竃

（桜木町）
平成２２年８月生まれ

浅岡  芭  南 ちゃん
は な

芭南の笑顔は元気の源
だよ♪その笑顔でみん
なを幸せにしてね竃

（一色町）
平成２２年８月生まれ

清水  蓮 くん
れん

毎日モリモリ元気な蓮。
これからもみんなに幸
せをちょうだいね竃

（一色町）
平成２２年２月生まれ

星野  結  愛 ちゃん
ゆ あ

いつも元気 １ ０ ０ 倍のゆ
あ竃これからもいっぱ
い楽しい事みつけよー。

（一色町）
平成２２年７月生まれ

髙須  希  依 ちゃん
き い

希依ちゃんのニコニコ
笑顔がみんな大好き♪
その笑顔忘れないでね。

（田貫一丁目）
平成２１年８月生まれ

金丸 　 音 くん
おん

マイペースなれおん。
自分の歩幅でいろんな
ことに挑戦してね！

（桜木町）
平成２１年７月生まれ

渡邉  心  乃  華 ちゃん
こ の か

優しいこのちゃん竃こ
れからも周りを笑顔で
いっぱいにしてね☆

（桜町）
平成２１年７月生まれ

山田  広  和 くん
ひろ かず

いつも笑顔をありがと
う。元気に育ってくだ
さいね。

広報平成２４年２月１６日号 ２８

４４日日掌掌
（整）　寄住町洲田　緯５４・３１１５
なかざわ記念クリニック

２２００日日抄抄
（眼）　吉良町吉田　緯３２・０２５０
廣 瀬 眼 科 医 院

１１８８日日掌掌
（耳・気）　住吉町３丁目　緯５６・０２２０

三 村 医 院

１１１１日日掌掌
（眼）　桜木町４丁目　緯５７・２０７８
湯 口 眼 科 医 院

２２５５日日掌掌
（神・精）　高畠町４丁目　緯５４・６０３３
定塚メンタルクリニック

れ


